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井原市は、岡山県の南西部に位置し、西は広島県に接します。市内のほぼ中央

を小田川が西から東へ流れ、北は吉備高原の南端の丘陵が広がり、南は標高100

m前後の低丘陵が笠岡まで広がっています。これらの山々に囲まれた本市は、温

暖な気候と豊かな自然にはぐくまれ、古くから発展していました。

高越遺跡は、本遺跡の南に所在する高越城址整備事業に伴う駐車場及び広場の

造成計画がもちあがり、関係当局と協議、調整の結果、記録保存のための発掘調

査をおこなうこととなり、平成10。 11年度にかけて発掘調査を実施しました。

調査の結果、市内では初めてとなる弥生時代の集落跡を確認したほか、豊富な

鉄器の出土など貴重な資料が発見されました。

本報告書は、今回、発掘調査した成果をまとめたものです。本書が今後の文化

財保護、保存に活用されますとともに、学術研究のための資料として、また郷土

の歴史研究の資料として役立てば幸いに存じます。

最後になりましたが、発掘調査をはじめ、出土品の整理、本書の編集に至りま

すまで、ご指導ご協力を賜りました関係各位に対しまして哀心より厚くおネL申 し

上げます。

平成16年 3月 31日

井原市教育委員会

教育長  三 宅 興太郎
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1。 本書は、井原市教育委員会が高越城址整備事業に伴い、井原市の依頼を受け、井原市教育委員会が実

施した高越遺跡の発掘調査報告書である。

2.遺跡は、井原市東江原町字小九1745-1外に所在する。

3.発掘調査は、平成■年 1月 21日 から12月 28日 まで実施した。調査面積は3,600ど である。整理作業お

よび報告書作成は、平成12年 4月 1日 から平成16年 3月 31日 まで行った。整理作業にあたっては、玉木

秀幸・細羽千枝・小牧多恵の協力を得た。

4.調査及び報告書の編集は、井原市教育委員会文化スポーツ課主任学芸員高田知樹が担当した。

5。 遺構・遺物写真については、高田が撮影したが、航空写真については佛アイシーに委託した。

6.出土遺物の分析を下記の専門家に依頼し、有益な成果報告をいただくとともに、多くの御教示と御指

導を賜った。記して深謝する。

・土器の胎土分析  白石 純 (岡山理科大学自然科学研究所)

7。 発掘調査で出上した遺物及び実測図・写真等は、すべて井原市教育委員会文化スポーツ課にて保管し

ている。
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1.報告書に記載された高度値は海抜高であり、方位は、第 3章第 4図は平面直角座標第V系の座標北

を、残りはいずれも磁北を示す。

2.本書の第 2図に使用した地形図は、井原市発行の都市計画図25,000分の 1地形図を複製し、加筆した

ものである。

3.本書の遺構ならびに遺物の実測図の縮尺率については各図面に図示または明記している。

4.土層断面図等の土色および土器の色調は、『新版標準土色帖』 (農林水産省農林水産技術会議事務局監

修 財団法人日本色彩研究所色票監修)を参考に記述している。

5。 遺構番号の標記にあたって、次に略号を付している。

竪穴住居 :住   段状遺構 :段   溝状遺構 :溝   土墳 :土   不明遺構 :不

6。 遺物香号については、土器以外のものについては材質等により下記に示すように頭に略号を付した。

土製品 iC   石器 :S   金属器 :M   玉類 :J

7.土器実測図中で表現する中軸線左右の白抜きは、小破片のため口径復元に不確実性があるものを示す。

8.遺物名については、壷形土器、奏形土器、高杯形土器などを壷、奏、高杯のように省略して用いる。

9.報告書中に用いる時代区分は、岡山県教育委員会が発行する『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』で通

常使われている概念による。

10。 写真図版のうち、遺物写真の番号は掲載遺物番号と一致する。
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第 1章 遺跡の位置と環境

第 1章 遺跡の位置と環境

高越遺跡は、井原市東江原町字小丸及び神代町字小丸に所在

している。井原市は、岡山県の最西端に位置し、南は笠岡市、

西は広島県深安郡神辺町、福山市、北は小田郡美星町、後月郡

芳井町、東は小田郡矢掛町に接する。南部は笠岡から広がる標

高100m前後の丘陵地帯、北部は吉備高原の南辺部にあたり、

その多 くが標高200mを超える台地となっている。そのほぼ中

央を小田川が沖積平野をつくりながら神戸川、雄神川、稲木川

な・どの支流を合わせて西から東へ流れている。この東西に長
い

沖積平野と並行するように丼原線が走り、人口もこの平野に集

中し、都市部を形成している。

本遺跡は、市の東端の吉備高原より広がり、南
へ派生した標

高約140mの丘陵南斜面に位置する。すぐ南側には、中世の山

城である高越城址が所在し、その南方向の眼下には、小田川が

西から東へ流れている。また、その流れに沿うように古代から山陽道
が通っており、交通の幹線となって

いた。

現在までに知られている市内の遺跡は、旧石器時代、縄支時代
のものは確認されていない。弥生時代に

おいても、前期までの遺跡は確認されておらず、中期以降の遺跡が知られ
ている。弥生時代中期の遺跡と

して注目されるのは、六区袈裟欅文銅鐸が出上した下稲木町の寺屋敷銅鐸出
土遺跡 (1)、 同町の明見銅

鐸出土遺跡 (2)、 十二区袈裟欅文銅鐸が出上した木之子町
の猿森銅鐸出土遺跡 (3)がある。いずれも

標高約100mの同一丘陵上のゆるやかな南斜面より出上しており、特に寺屋敷銅鐸出
土遺跡、明見銅鐸出

土遺跡は出上位置が50メ ートルしか離れていない。鋼鐸の出土した近隣
では、同時代の散布地も確認され

ているため (4)、 発掘調査されれば、集落跡が確認されるであろう。しかしな
がら、本遺跡の周囲では、

同時代の遺跡は今のところ確認されていない。

後期になると市内の遺跡数が大幅増加する。本遺跡の周囲では、発掘調
査例がないため、集落跡等は確

認されていない。しかしながら、本遺跡の西側の沖積地をはさん
だ丘陵上には、高岩遺跡、鳥ヶ市遺跡な

ど本遺跡と同じ立地に後期の散布地 (5)が点在するため、今後、発掘調査されれば同時代
の集落跡が確

認されるであろう。また、小田川をはさんだ木之子町西郷
の長法寺遺跡では、明治時代に小田川の河川改

修をした際、特殊壷が出土している (6)。

弥生時代終末期から古墳時代初頭では、笹賀町に所在する金敷寺裏山墳
丘墓 (7)が注目される。墳丘

は長方形で、中央に竪穴式石室をもち、人骨一体が出土した。また、墳
丘からは、特殊器台、特殊壷が出

土している。

古墳時代にはいると、ほぼ市内全域で古墳がみられる。古墳時代前期
は、箱式石棺を持つ小規模なもの

が中心ではあるが、東江原町の内挟 1号墳 (8)は直径が40mを超え、市内最大の円墳となる。ま
た、谷

をはさんだすぐ西側の丘陵上にも直径30mを超える甲山古墳 (9)が所在する。発掘調査した例
では、大
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第 1図 遺跡位置図
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第 1章  遺跡の位置と環境
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高越遺跡

高越城跡

西伏村製鉄関連遺跡

末回(南)遺跡

フジヤ遺跡

土井遺跡

西天財遺跡

西天財古墳

大下遺跡

石原遺跡

11 荒神谷遺跡
12 高木遺跡
13 高塚古墳
14 宮ノ峠古墳
15 宮ノ峠遺跡
16 東山古墳
17 久録遺跡
18 有年遺跡
19 山崎古墳群
20 山崎遺跡
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周辺遺跡分布図

長谷製鉄関連遺跡

長谷遺跡

岱古墳
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高岩古墳群

鳥ヶ市遺跡

坂田古墳

米持城跡

内挟古墳群

明地古墳群
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31 岡井遺跡
32 明地遺跡
33 甲山古墳
34 長法寺遺跡
35 山手古墳群
36 県主神社古墳
37 福当遺跡
38 西山遺跡
39 三光寺裏山古墳
40 道山古墳
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第1章 遺跡の位置と環境

江町の石塔山古墳 (10)、 下出部町岩崎山3号墳 (■)は倉敷考古館によって発掘調査され、いずれも竪

穴式石室より人骨及び少量の鉄器が出土している。また、本遺跡の近隣では、西側丘陵山裾の尾根先端

に傍製内行花文鏡が出土した高塚古墳 (12)が所在するほか、木之子町の高月丘陵から東に延びる丘陵尾

根上には、二神三獣鏡や銅鏃が出上した山手古墳群 (13)が所在する。

横穴式石室をもつ後期古墳も市内全域に広がる。井原市七日市町から岩倉町にかけて県道笠岡井原線の

谷筋には塚原古墳群、権現平古墳など石室の奥壁幅1.5mを超える比較的大きな横穴式石室をもつ古墳が

集中する。その中の東大谷 1号墳 (14)は、発掘調査の結果、金銅装馬具、金銅装大刀金具などが出上し

ている。

また、本遺跡の周囲では、小田川をはさんだ南側の丘陵の北斜面山裾に、石室の形状から市内最古の横

穴式石室と考えられる道山古墳 (15)が所在する。この古墳からは銅釧が出上している。また、この道山

古墳が所在する丘陵山頂には、横穴式石室を並行に2基もつ県内でも珍しい形態をもつ三光寺裏山古墳

(16)が所在する。いずれも石室長が 8mを超える市内でも大規模な横穴式石室をもつ古墳である。しか

しながら、これらの古墳に伴う集落跡であるが、現在のところ市内では確認されていない。これは、市内

の調査例が少ないことによるためであり、本遺跡の丘陵山裾にも古墳時代の散布地が、山崎遺跡、宮ノ峠

遺跡など所在する (17)ため、今後調査が進めば古墳時代の集落跡が確認されると考えられる。

古代に入ると、本遺跡の所在する丘陵のすぐ南側を、東西に山陽道が通る。しかしながらそのルートは

特定できず、稲木川のある沖積平野を通っていたという説もある。また、西江原町寺戸には白鳳期に創建

されたと伝えられる寺戸廃寺 (18)がある。ここからは複弁蓮華文の軒丸瓦が伝わっており、笠岡市関戸

の関戸廃寺 (19)と 同型で、隣接した地域での豪族同士の結び付きが考えられる。この寺は、平安時代初

頭までの瓦が伝わっており、そのころまで存続していたようである。また、奈良時代以降、密教系の山岳

寺院が、市内の小田川によって形成された沖積平野を見渡せる丘陵部を中心に建立される。いずれの寺院

も現在まで存続しており、この地域の仏教文化を担っていた。

中世にはいると、山陽道を見渡せる丘陵上を中心に山城が築城され、南北朝の騒乱や戦国時代には文献

にも現れ、近世にはいるまで利用されていたようである。本遺跡のすぐ南の丘陵に所在する高越城跡は、

この地域でも大規模な城跡で、後の北条早雲が出たと伝えられる備中伊勢氏の居城とされている。また、

市内のほぼ全域で中世の五輸塔、宝医印塔がJ点在しており、土豪層が市域に広く住んでいたことがうかが

われる。

また、時期は不明であるが鉄淳が散布する遺跡が市内全域に確認されている。本遺跡の近隣では、西伏

村製鉄関連遺跡 (20)があり、平成12年度に確認調査を実施している。製鉄炉などの遺構は確認できなか

ったが、炉壁も出土しているため、製鉄をおこなっていたと推測される。規模が小さいため中世以前のも

のと考えられる。

註

(1)梅原末治 『吉備考古』84号 1952年
(2)『岡山県埋蔵文化財報告』 25 岡山県教育委員会 1992年

(3)鎌木義昌 「岡山県猿ノ森遺跡」『日本農耕文化の形成』 杉原荘介編 1961年

(4)『井原市遺跡地図』 井原市教育委員会 2001年

(5)註 (4)に同じ。
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(6)間 壁忠彦 「岡山県井原市木之子町長法寺出土の壺」『倉敷考古館研究集報』第 3号 倉敷考古館

1967年

(7)間 壁忠彦・聞壁蔑子「岡山県井原市金敷寺裏山古墳」『倉敷考古館研究集報』第 5号 倉敷考古

館 1969年

(8)高 田知樹 「市内古墳の測量調査」 F井原市史紀要 井原の歴史』第 2号 井原市史編集委員会

2002年

(9)註 (4)に同じ

(10)鎌木義昌 F岡山の古墳』 岡山文庫 4 日本文教出版 1970年

(11)間壁忠彦 「岡山県下の人骨を出上した古墳六例」『倉敷考古館研究集報』第 4号 倉敷考古館

1968年

(12)註 (4)に同じ

(13)間壁忠彦・間壁蔑子 F日 本の古代遺跡 23 岡山』 保育社 1985年

(14)高 田知樹 『東大谷 1号墳』 井原市教育委員会 2003年

(15)註 (8)に同じ

(16)註 (8)に同じ

(17)註 (4)に同じ

(18)永 山卯三郎 『岡山県通史』 岡山県 1930年

(19)安東康宏・岩崎仁司 『関戸廃寺』 笠岡市教育委員会 1997年

(20)註 (4)に同じ
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第2章 調査の経緯と経過

第 2章 調査の経緯と経過

第 1節 発掘調査にいたる経緯

平成 8年 (1997年 )、 井原市では、井原市指定史跡である高越城跡の観光及び管理を目的とした整備が

計画された。城跡へ上がる管理道については、市の担当課である商工観光課及び市教育委員会文化スポー

ツ課、県文化課と協議を行った結果、工事が城の主郭部分へ影響のないよう計画を変更し、工事の際には、

立会調査を実施した。また、城跡の谷をはさんだ北側の丘陵に駐車場及び多目的広場が計画されていた。

この計画地内には周知の遺跡は所在していなかったが、城跡のすぐ北側の平坦な丘陵ということで、城の

関連施設の存在が予想されたため、確認調査を実施することとなった。確認調査は、平成10年 6月 1日 よ

り実施した。計画予定面積約5,900∬ の内、丘陵頂上部から斜面部を中心にトレンチを設定した。トレン

チは、樹木が密集しているため、侵入路付近を中心に、等高線に直行する形で、幅2m、 長さ5mで合計

7ケ所いれた。調査の結果、設定したトレンチ7ケ所のうち5ケ所で弥生時代の遺構及び遺物が確認され、

弥生時代の集落跡の存在が予想された。この結果を受け、市担当課及び文化スポーツ課、県文化課と協議

をおこなったが、設計変更が困難であることから、発掘調査による記録保存をおこなうこととなった。

この協議をうけ、井原市より平成10年 10月 5日 付けで遺跡発見の通知がおこなわれ、平成11年 1月 16日

より、調査面積3,600∬の発掘調査を開始した。

第 3図 確認調査 トレンチ配置図及び調査区域図 (1/2,500)
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第2章 調査の経緯と経過

第 2節 発掘調査の経過

高越遺跡の発掘調査は、まず、第 1次調査として、平成10年 6月 1日 より遺跡の有無、範囲、時代等の

確認のためのトレンチ調査を実施し、 トレンチは合計7ケ所いれた。このうち、T-1～ T-4、 T-6の

5ヶ 所で、甕や壷、高杯などの弥生土器、ガラス製の小玉が出土し、T-1・ T-2、 T-6か らは土墳、

T-3・ T-4からは竪穴住居が検出された。

この第 1次調査をうけ、丘陵中央を通る道路を挟んで東側を駐車場区、西側を広場区とし、平成11年 1

月16日 より、駐車場区の発掘調査に着手した。遺跡が所在する丘陵は、もともと畑地が所在していたが、

その後、荒地になっており、樹木等の伐採、重機による表土の剥ぎ取りから取りかかった。表土剥ぎの後、

1月 21日 より遺構検出を開始した。調査にあたっては、10m四方のグリッドを設定し、抗打ちをおこなっ

た。遺構は、全般に分布していたが、丘陵平坦面は、比較的遺構密度が薄く、丘陵斜面に集中している。

検出した遺構は、丘陵頂部付近に貯蔵穴と考えられる土壊が多くみられ、その下側の斜面に竪穴住居が確

認された。6月 2日 には、駐車場区の遺構がある程度完掘できたため、ラジコンのヘリコプターによる航

空写真を撮影した。また、地元住民を対象とした遺跡の現地説明会を6月 12日 に実施し、約150人の参加

があった。また、完掘した遺構から順次、文化スポーツ課の職員の協力を得て、測量をおこない、7月 12

日より、道路を挟んだ西隣の広場区の調査を開始した。

広場区も駐車場区と同様に丘陵平坦部の遺構密度は薄く、丘陵斜面に貯蔵穴、竪穴住居が検出された。

12月 24日 には、広場区の遺構が完掘できたため、駐車場区と同様ラジコンのヘリコプターによる航空写真

を撮影した。また、完掘した遺構から順次、文化スポーツ課の職員の協力を得て、測量をおこない、12月

28日 には全調査が終了した。

なお、調査期間中、岡山県古代吉備文化財センターより15日 間にわたり調査員 2名を派遣いただき、調

査の協力を得た。

調査日誌抄

平成10年度

6月 1日

19日

1月 16日

21日

平成11年度

6月 2日

6月 12日

7月 12日

12月 24日

28日

1次調査開始

1次調査終了

樹木伐採、表土剥ぎ取り開始

駐車場区の発掘調査開始

駐車場区の航空写真撮影

現地説明会開催

広場区の発掘調査開始

広場区の航空写真撮影

調査終了

(月 )

(金 )

(土 )

(木 )

(水 )

(土 )

(月 )

(金 )

(火 )
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第2節 発掘調査の経過

調査・整理の体制

井原市教育委員会

教 育 長     三宅興太郎

教育次長     山村章志 (11年度まで)、 西山恒男 (12・ 13年度)、 久津間憲通 (14年度)、

畑地 泉 (15年度)

文化スポーツ課

課  長     小川智之 (10年度まで)、 渡辺良信 (■年度～14年度)、 池田孝雄 (15年度)

課長補佐     畑地 泉 (11年度まで)、 松岡土貢恵 (12・ 13年度)、 原田宜典 (14年度～)

主任学芸員    高田知樹 (調査担当)

主  事     西本洋子 (14年度まで)、 三輪純子 (15年度)

学芸員 (嘱託)  玉木秀幸 (整理・12・ 13年度)

臨時職員     谷本有紀 (10年度)、 原田成明 (11年度)、 吉山慎― (■年度)、

細羽千枝 (整理・12年度から)

学生アルバイト  重政 晃、藤井秀則、松本晃典、渡辺省吾

(調査作業員)

荒木美信、大平明子、大平賞夫、川井 進、川上和男、川上院市、木山石男、萩原美雪、

原田 哲、三宅公子、三宅勇二、宮原カネ子、宮原要一郎

発掘調査および報告書作成にあたっては、岡山県教育庁文化財課、岡山県古代吉備文化財センターから

多大な援助を受けた。また、下記の方々からは調査全般にわたり有益なご教示、協力を得た。記して感謝

します。

安東康宏、大橋雅也、岡本泰典、尾上元規、金田善敬、亀山行雄、草原孝典、葛原克人、小林利晴、

小牧多恵、佐藤寛介、重根弘和、白石 純、松本和男、高畑知功、平井泰男、福本 明、藤江 望、

藤原好二、間壁忠彦、正岡睦夫、米田克彦

(敬称略、50音順)
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第 3章 発掘調査の概要

第 3章 発掘調査の概要

第 1節 遺跡の概要

高越遺跡は、井原市の東端にあたり、市の北部に広がる野上地区の丘陵から南方向に派生する標高148

mの尾根上及び南に広がる緩やかな斜面に所在する。この丘陵の南側は、中世の山城である高越城跡の堀

切と考えられる深い谷があり、それを挟んで標高172.8mの高越城跡の主郭がある高越山が所在する。そ

のため、南方向の見通しはよくない。また、東側は、約300mほ どで神代町の平野があり、西側は、約500

mで東江原町の平野が広がる。いずれも、遺跡の所在する丘陵との比高差が約100mあ り、これらの平野

やその平野につながる丘陵が直接見わたせる。

調査の結果、遺構は、竪穴住居15軒、段状遺構 2基、土娠118基、滞 2条、不明遺構 1基が検出された。

遺物は、弥生土器、金属器、土製品、石器などがあり、集落の時期は、弥生時代後期と考えられる。これ

らの集落は、地形から、調査区の西側へのびる丘陵へ広がると想定される。

第 2節 遺構・遺物

1.竪穴住居

今回の調査で合計15軒の竪穴住居が確認できた。だだし、同じ場所で数回建て替えをおこなっているの

で実際に立てられた軒数は40軒を上回ると考えられる。住居がつくられた場所は、丘陵斜面に集中してお

り、丘陵の頂上部につくられたものは 1軒のみであった。残りは斜面につくられている。規模は、径 3m

のものから1lmを超える大型住居まで所在する。平面形も円形、隅丸方形、方形と出土したが、坦上の堆

積状況、壁体溝の検出状況等から円形から隅丸方形・方形へと変遷していったと考えられる。

竪穴住居 1(第 4・ 5図、図版 2)

調査区の中央、南西斜面に所在する。斜面につくられているため、山側の北東部分の壁体溝が 1/4程

度残るのみであり、全容は不明である。平面形は、復元すると推定径5.2～5.6mで、円形を呈している。

壁体溝が 3条巡っており、同心円状に最低 2回の建て答えがおこなわれていると思われるが、その建て替

えの変遷は不明である。柱穴は、谷側が遺存していないが、住居の規模や山側の柱穴の位置等から4本柱

が想定できる。

出土遺物には、弥生土器 1～ 4、 土製品Clがある。1・ 2は甕の口縁部である。端部の立ち上がりは、

直立するものとやや内傾するものとがある。1に は赤色顔料が塗布されている。3・ 4は高杯の脚部であ

る。3は端部が直立している。4は端部を薄くし、丸く仕上げている。また、スカシ孔が 4個あけられて

いる。いずれも、赤色顔料が塗布されている。Clは、土製勾玉である。完形で、全長4,7cmを測る。上部

に穿孔がある。

これらの遺物から竪穴住居 1は、弥生時代後期後葉に営まれたものと考えられる。

-8-
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第 3章 発掘調査の概要

1.暗褐色粘性砂質土
2.暗赤褐色砂質土

0           2m

∠ 墾 ≦ 虫 4

∩
阿
）
鞍
Cl

2
0     2cm

0               10cm

第 5図 竪穴住居 1(1/80)・ 出土遺物 (1/2・ 1/4)

竪穴住居2・ 3(第 4・ 6図、図版 2)

調査区のほぼ中央、南東斜面に所在する。斜面につくられているため、谷側の南東部分の側壁が流出し

ている。側壁の検出状況から、住居 3か ら住居 2へ建て替えをしている。平面形は、住居 2・ 3と もに隅

丸方形を呈する。住居 2の中央部分で 1辺 7mを測る。床面はヽ住居 2・ 3と もに平らで、住居 2は主柱

穴を4個 もつ。柱穴間の距離は、3.2～ 3.4mである。

住居 2は、中央穴をもち、側壁に沿って壁体溝が掘られている。また、西側の壁体溝が 2条あるため、

建て替えがおこなわれた可能性がある。

住居 3は、住居 2に よって削平されているが、住居 2と規模が近いものと想定されることから4本柱が

想定できる。また、住居 3の側壁の内側に壁体溝が 1条巡っているため、この場所で建て替えがおこなわ

れた可能性がある。

-10-一
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0           2m

Ъ

1.暗赤褐色粘性砂質土 (炭化物を多く含む)   3.
2.暗赤褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)     4.

第 6図 竪穴住居 2・ 3

暗褐色砂質土

明褐色砂質土

(1/80)
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第 3章 発掘調査の概要

出土遺物には、弥生土器 5～ 8、 鉄器 Ml～ M4がある。5～ 7は奏である。口縁から肩にかけての破

片で、5は口縁端部を垂直に立ち上げている。6は口縁端部を上部に引き出し、拡張している。7は端部

を、やや内傾させ、立ち上げている。8は高杯の脚部である。端部を薄くし、九く仕上げている。また、

スカシ孔が 4個あけられている。Ml・ 2は鎌である。いずれも、住居の床面で出上している。Mlは、

先端部が欠損しているが、ほぼ完形で、現存長15,7cm、 最大幅3.Ocmを測る。柄を取り付けるための折り返

しがついている。M2は、完形で、全長14.9cm、 最大幅2.3cmを測る。M2も柄を取り付けるための折り返

しがついているが、Mlに比べると折 り返しの角度が大きい。また、M2は刃部が砥 ぎ減 りしている。

M3は鏃である。茎部が欠損しているが、現存長5,9cmを測る。M4は工具と考えられる。茎の部分のみで

あるが、折り返しが残っている。

これらの、遺物から竪穴住居 2・ 3は、弥生時代後期後葉に営まれたものと考えられ、住居 2・ 3の時期

差はあまりないと考えられる。

《                  《      Ml

0               10cm

M2

0               5cm

II  M3

第 7図 竪穴住居 2・ 3出土遺物 (1/2・ 1/4)

竪穴住居 4(第 4・ 8図、図版 3)

調査区の北東部、北東斜面に所在する。斜面につくられているため谷側の東部分の側壁が流出している。

平面形は、側壁の検出状況から円形を呈し、側壁に沿うように壁体溝が掘られている。また、壁体溝が住

居内部に2条検出されていて、最低 2回は建て替えがおこなわれたと考えられる。壁体溝の検出状況や住

居内の埋土の状況から、北から南西方向へ拡張していったことが考えられる。規模は、最初の段階で、直

径4.2m、 次に直径4.8m、 そして最終段階で大幅に拡張し、直径7.2mを測る。柱穴は、谷側の柱穴が遺存

していないが、規模や山側の柱穴の位置等から、最初の段階と次に段階で 4本柱、柱穴間の距離は、2.0

徊
|

ヾ M4

―

　

侃
Ｎ
Ｎ
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第2節 遺構。遺物

mを測る。最終段階で 6本柱が想定され、柱穴間の距離は、1.8～ 3.Omを測る。また、住居西側の側壁に

沿って、幅約0,7mのテラス状の遺構が検出された。この遺構から段状遺構 1につながる。

出土遺物には、弥生土器 9～ 31、 鉄器 M5・ 6、 石器 Slがある。9～ 121よ壺の口縁から頚部にかけて

の破片である。10・ 11は、日縁部の上端を引き出し拡張している。9・ 12は、口縁端部を垂直に立ち上げ

ている。特に12は大型の壺で、赤色顔料が施されている。13～ 201よ奏で、口縁部と底部の破片がある。

13～15は、日縁端部をほぼ垂直に立ち上げている。16・ 17は、日縁部がく字状に屈曲している。21～23

は鉢である。21・ 22は 口縁から肩部にかけての破片で、口縁端部を垂直に立ち上げている。24～ 291ま高

杯の脚部で、241ま端部を上下へ引き出している。25～29は、いずれも短脚で、端部を薄くし、丸く仕上

げており、スカシ孔が 4個あけられている。301ま椀の底部で、底が高台状に突出している。31は ミニチ

ュアの手捏ねの椀である。M5は鎌で、先端部と茎部を欠いている。刃が湾曲しており、曲刃鎌と考えら

れる。M6は鏃で、茎部を欠いているが、全長3.9cmを測る。Slは打製石包丁である。両端を打ち欠いて

快りをつくっている。

これらの遺物から竪穴住居 4は、弥生時代後期末葉に営まれたものと考えられる。

0           2m

Ｅ

∞
．Φ
寺

ｒ
ｍ

く
|

1.にぶい赤褐色砂質土
2.暗褐色粘性砂質土

3.灰褐色砂質土
4.黒褐色砂質土

竪穴住居4(1/80)第 8図
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第 3章 発掘調査の概要
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第2節 遺構。遺物

竪穴住居 5・ 6(第 4・ 10。 ■図、図版 4)

調査区の南東部、南東斜面に所在する。斜面につくられているため谷側の東部分の側壁の一部が流出し

ている。側壁の検出状況から、住居 6か ら住居 5へ建て替えをおこなっている。平面形は、住居 5・ 6と

もに円形を呈する。住居 5の直径は、7.6m、 中央穴をもち、側壁に沿って壁体溝が掘られている。壁体

溝が 1条 しかないが、床面から多数の柱穴が検出されたため、同じ場所で建て替えが数回おこなわれたこ

とが考えられる。柱穴は、6本柱から8本柱が想定される。また、中央穴の周囲に、上屋を支える柱を補

助する4本の小柱穴が検出された。ただし、どの柱穴に伴うのかは確認できなかった。また住居 5に は、

住居西側の側壁に沿って、幅約0.8mの テラス状の遺構が検出された。また、この住居 5は、土壊49・ 50

饂
◎
◎

t) |

B147.5m

0           2m

Ｅ

め
．卜
寸

ｒ
ａ

1.黒褐色粘性砂質土 (炭化物と焼土を多く含む)
2.暗褐色砂質土
3.暗赤褐色粘性砂質土
4.黒褐色粘性砂質土 (炭化物を多く含む)
5。 暗褐色粘性砂質土 (炭化物と焼土を含む)

6.暗褐色粘性砂質土
7.灰褐色砂質土

8。 暗褐色粘性砂質土

9.橙褐色砂質土
10,暗褐色粘性砂質土

11.暗褐色粘質土

12.灰褐色砂質土

13.にぶい褐色砂質土

(炭化物を含む)

(炭化物と焼土を多く含む)

第10図 竪穴住居 5・ 6(1/80)
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第3章 発掘調査の概要

を埋めて住居を建てていること

が確認された。

住居 6は、住居 5に よって削

平されているが、直径約 6mが

想定される。住居の規模や住居

5の状況から6本柱が想定でき

る。また、住居 6の側壁の北側

に壁体溝が 1条巡っており、こ

の検出状況から住居 6は、北方

向に最低 1回建て替えがおこな

われた可能性がある。

住居 5。 6と もに埋土中には、

第11図に示すように焼土・炭化

材が大量に検出され、火災にあ

ったことが考えられる。炭化材

として認識できるものを第■図

に示しているが、柱材と考えら

れる大きなものは認められなかった。炭化材の出土状況から放射状に検出されたものが垂木と考えられ、

一部梁材と想定される大きな材も確認できた。また、住居 5は、土壊49を埋めて側壁の一部をつくってい

るため、その埋土を押さえるために幅10cmの横板を3枚渡しており、それが炭化材として検出された。ま

た、住居 6では、側壁に沿って立てられたと思われる板状の部材も検出された。焼土については、炭化材

の上層からも下層からも出上していたが、上層のほうが多く検出された。

出土遺物は、弥生土器32～ 55、 土製品C2～ 5、 鉄器 M7～ 12がある。32・ 33は壺の口縁から肩部に

かけての破片である。32は日縁端部を上下に引き出し拡張している。33は口縁端部を垂直に立ち上げて

いる。また、赤色顔料が施されている。34～481ま奏である。34～ 471よ口縁部から肩部にかけての破片で

ある。34～43は口縁端部を垂直またはやや内傾させて立ち上げている。44は口縁端部を内側へわずかに

引き出している。45～47は 口縁部をく字状に屈曲させている。48は底部の破片である。49は鉢である。

日縁端部を垂直に立ち上げている。50～ 521よ高杯である。50は短脚で杯部を反るように屈曲させている。

脚部にはスカシ孔が 4個あけられている。51・ 52は脚部の破片である。51は脚部の端部を上方へつまみ

あげている。52は端部を下方へ三角形になるよう引き出している。531ま脚付椀である。脚部は欠けてい

るが、椀の口縁は外に開いており、全体に赤色顔料が施されている。54は奏の底部の破片と考えられる。

55は ミニチュアの手捏ねの椀である。C2・ 3は土製勾玉である。C2は完形で中央の屈曲が大きく、C3

は屈曲がC2に比べると緩やかである。いずれも上部に穿孔が認められる。C4は匙形土製品である。柄

の部分が欠損している。C5は土錘である。円柱状を呈しており、中央に穿孔が認められる。M7は鎌で

先端部のみ残る。M8～ 121ま鏃である。M8・ 9は完形で、M8で全長9.9c皿、M9で全長7.5cmを 測る。

M10は鏃の先端部である。返しの付 く形で古墳時代の鏃に近い。Mllは鏃の先端部である。先端が若千

折れ曲がっている。M12は鏃の茎部分である。先端部と軸部が欠けている。

これらの遺物から竪穴住居 5・ 6は、弥生時代後期後葉に営まれたものと考えられる。

焼 土 匠 三 コ  炭 圏        監
… …

十
一 一 ―

ト
ー
ニ 叩

第11図 竪穴住居 5・ 6炭化材出土状況 (1/100)
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第2節 遺構・遺物
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0               5cm
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第12図 竪穴住居5・ 6出土遺物① (1/2・ 1/4)
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第 3章 発掘調査の概要
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第13図 竪穴住居 5・ 6出土遺物② (1/2)

竪穴住居 7(第 4。 14図、図版5)

調査区の東端、東斜面に所在する。斜面につくられているため、谷側の東部分の側壁が流出している。

平面形は、方形を呈し、住居の

中央部分で 1辺 5,8mを 測る。

床面は、平らで主柱穴を4個 も

つ。柱穴間の距離は、2.6～ 2.8

mを測る。西側の側壁に沿って

壁体溝が掘られており、また、

西側の側壁に沿って幅0.8mの

テラス状の遺構が認められた。

南西部分の柱穴の近くに台石と

考えられる扁平な石が出土して

いる。

出土遺物には、弥生土器56

～86、 土製品 C6、 鉄器 M13・

14がある。56～ 591ま壺の口縁

から頸部にかけての破片であ

る。56は 回縁端部を若干外に

反らすように立ち上げている。

57は 口縁端部をほぼ垂直に立

ち上げ、上端を垂直に外側に折

り曲げている。その上面と外面

に沈線を施している。581ま口

縁端部をやや内傾させて上下に

∩

判
M7 Mll

レ ◎ ③

③

θ

Ｆ
・

0           2m

1.暗赤褐色砂質土 (炭化物を含む)   3.暗 赤褐色砂質土
2.暗褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)

第14図 竪穴住居7(1/80)
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第2節 遺構・遺物

引き出し、外面に沈線を施している。いずれも赤色顔料が塗られていた。591よ口縁端部を内傾させ、上

下に引き出し、外面に沈線を施している。60・ 61は 壼の底部と考えられる破片である。62～74は奏の口

縁から肩部にかけての破片である。62～71は口縁端部を垂直に立ち上げるものが中心で、外面に沈線が

施されているものもある。721ま口縁端部を三角形になるよう拡張している。73は口縁をく字状に屈曲さ

せている。74は 口縁端部を外に開くように立ち上げており、肩部にかけてハケメが残っている。75～ 78

は甕と考えられる底部である。77は底の中央に楕円形の穿子しがある。また器壁にタタキが施されている。

79・ 80は鉢の口縁から胴部にかけての破片である。いずれも口縁端部を垂直に立ち上げており、赤色顔

料が残る。81・ 821ま高杯の杯部の破片である。81は杯部を内側に屈曲させて上端を平坦にし、2条の沈

線を施している。821ま杯部を垂直に屈曲させ、段をもって垂直に引き上げている。83～ 851ま椀である。

83は口縁端部を三角形になるよう拡張し、器壁外面の上部に鋸歯文、その下に格子状の線刻が施されて

いる。84は口縁端部を細くし、九く仕上げている。また、底部が高台状に突出している。35は口縁端部

を丸く仕上げており、また底も丸くしている。86は台付椀または台付壷の脚部と考えられる。外面に赤

色顔料が施されている。C6は土玉である。管玉のように円柱状を呈しており、中央に穿孔している。

M13は用途不明の鉄器である。薄い板状の2枚の鉄板が溶着したような状況が認められる。M141よ工具

と考えられる。先端が欠けているが扁平な棒状で鈍のような工具が推定される。

これらの遺物から竪穴住居7は、弥生時代後期後葉から末葉に営まれたものと考えられる。

72

＼
＼＼
＼
＼
＼                        /60

61                              71

第15図 竪穴住居7出土遺物① (1/4)
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第 3章 発掘調査の概要
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第16図 竪穴住居 7出土遺物② (1/2・ 1/4)

竪穴住居 8・ 9(第 4・ 17図、図版 5)

調査区の北東端、北東斜面に所在する。斜面につくられているため、谷側の北東部分の側壁が流出して

いる。側壁の検出状況から、住居 9か ら住居 8へ建て替えをしている。平面形は、住居 8・ 9と もに方形

を呈する。住居 2の中央部分で 1辺6.4mを測る。床面は、住居 8。 9と もに平らで、住居 9は主柱穴を 4

個もつ。柱穴間の距離は、2.3～ 3.Omを測る。住居 8は、側壁に沿って壁体溝が掘られている。また、南

西側の側壁中央に、隅丸方形の上壊が検出された。住居 9は、住居 8に よって削平されているが、住居の

規模、住居 8の状況から4本柱が想定できる。

出土遺物には、弥生土器87～ 98、 鉄器 M15・ 16がある。87は壼の口縁部の破片である。口縁端部を内

傾させて上下に引き出している。外面に沈線を施したのち、綾杉文と鋸歯文を線刻している。88～92は

奏の口縁から肩部にかけての破片である。88・ 89は口縁端部を垂直に上へ引き出している。90～ 921よ口

縁部をく字状に屈曲させている。931ま奏の底部と考えられる破片である。94は鉢の口縁から胴部にかけ

ての破片である。口縁端部を外側に屈曲させている。95～ 971ま高杯である。95。 96は杯部の破片で杯部

を外側に反るように立ち上げている。971よ脚部の破片である。端部を下方向に三角形になるように引き

出しており、スカシ孔が 4個あけられている。981ま ミニチュアの手捏ねの椀である。M15。 16イま鏃であ

る。M15は茎部が欠けており、M16は先端部が欠けている。

これらの遺物から竪穴住居 8・ 9は、弥生時代後期末葉に営まれたものと考えられる。

ィンイくて″
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1.暗褐色砂質土 (炭化物を含む) 2.赤褐色砂質土 (地山ブロックを含む)

第17図  竪穴住居 8・ 9(1/80)・ 出上遺物 (1/4)
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竪穴住居10(第 4。 19。 20図、図版 6)

'一   調査区の南方向、南斜面に所在する。本遺跡では最

大の住居で、直径11.4mを測る。側壁及びそれに伴う

_ 壁体溝が 9条確認されたため同じ場所で、規模を変え

ながら9回以上建て替えをおこなっている。側壁の検
M16M15

0    2cm

―

第18図 竪穴住居 8・ 9出土鉄器 (1/2)

出状況からまず最大の住居である住居Aをつくって

いる。円形を呈しており、柱穴はその規模から8本程

度が想定される。その後、若干規模を縮小して、直径

10。7mの住居Bをつくっている。さらにひと回り小さ

い直径10,4mを 測る住居 Cをほぼ同心円状につくっている。さらに住居 Dは、住居 Cの璧帯滞一部共用し

ながら建て替えている。住居 B～住居 Dま では、いずれも10m以上の大型の住居であるため、住居 A同

様柱穴は 8本程度が考えられるが、建て替えが多いため、どの住居に伴う柱穴かは確認できなかった。そ

の後、大幅に規模を縮小して、北側に東西が長い隅丸方形の住居 Eをつくっている。住居 Eは直径約 5m

を測り、柱穴数も4本 とそれまでの住居 A～住居 Dに比べると極端に小さくなっている。住居 Fは住居 E

よりもひと回り大きい規模で建て替えており、直径約5.2mを測る。さらに場所を替えて南東方向に不整

形な多角形の住居 Gをつくっている。住居 Gは、柱穴数が 6本 と考えられ、直径約7.2mを測 り、ふたた

び住居の規模が大きくなっている。住居 Hは、住居 Gと ほぼ同じ場所で、わずかに規模を縮小してつく

られている。精円形を呈し、直径 6mを測る。そして、最終段階の住居Iは方形に形を変えている。この

最終段階の住居 Iは、1辺 4,Om、 この住居の中では最小で、4本柱をもつ構造をとっている。柱穴間の距

離は、2.6～ 3.2mを測り、比較的側壁に近い位置につくられている。中央穴をもち、その周囲には炭の層

が確認できた。また、住居内部の周囲に一段高い高床部ができた。

出土遺物には、弥生土器99～ 148、 土製品C7、 鉄器 M17～ 26がある。99～103は壺で、いすれも口縁

端部がほぼ垂直に立ち上がっている。99は大型の壺で外面に波状文が施されており、特殊壺の可能性も

ある。102・ 1031ま沈線が施されている。104～ 118は奏である。104～ 1091ま口縁端部がいずれもほぼ垂

直に立ち上がっている。1101よ口縁端部を上下方向に三角形になるよう引き出している。111～ 1181ま口

縁部をく字状に屈曲させている。118は完形の奏で、住居Iの柱穴から口を上に向けた状態で出上した。

119～ 1241ま奏の底部と考えられる破片である。124は底部の中央がくばんでいる。125～ 1331ま 鉢の口縁

から胴部にかけての破片である。125～ 1301ま大型の鉢で、日縁端部を上下に引き出し、上方向はほぼ垂

直に立ち上げている。131～ 133は小型の鉢で、日縁端部をやや内傾させながら引き出している。いずれ

も赤色顔料を施している。134～ 144は高杯である。134は杯部の破片で、外側に反るように屈曲してい

る。外面には波状文が施されている。135は完形で、杯部がやや反るように立ち上がっている。脚部は短

脚で、スカシ孔が 4個あけられている。1361ま杯から脚部にかけての破片である。脚部は短脚でスカシ孔

が 4個あけられている。杯部は湾曲しており、脚付き壷の可能性も考えられる。137～ 144は脚部の破片

である。137は端部を直線的に、138～ 143は端部を丸く仕上げている。いずれもスカシ孔が 4個あけら

れている。1441ま端部を下方向に拡張し、沈線を施している。また、スカシ孔を 2列、合計 8個あけられ

ている。1451ま脚が欠けた製塩土器と考えられる。146は椀で、底部が突出している。147も 椀であるが

口縁部が欠けている。1481よ杯部が欠けているが脚付椀と考えられる。C171よ完形の上製勾玉である。上

部に穿孔がある。M17～ 241よ鏃である。M17～ 20は 完形で柳葉状を呈している。M191よ身の部分が湾曲

―-22-一



第2節 遺構・遺物

しているため工具の可能性もある。M21は茎部が欠けているが、M17～ 20と 比べると身の幅が広い。

M22・ M23は鏃の茎部と想定される。M24は鏃の身から茎部にかけての破片である。M21と 同様の形状

をしていると考えられる。M25。 M26は用途不明の鉄器である。鎌か刀子の先端部の可能性がある。

これらの遺物から竪穴住居10は、10回近く建て替えがおこなわれているにもかかわらず、弥生時代後期

後葉から末葉の範囲に納まると考えられる。

第19図  竪穴住居10変遷 (1/250)

住居 B
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第20図  竪穴住居10(1/80)
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第2節 遺構・遺物

1.赤褐色粘性砂質±                  23.暗 灰褐色粘性砂質土と黄灰色砂質土 (地山)のまざり上

2.暗褐色粘性砂質±                  24.暗 褐色粘質土

3.灰褐色粘性砂質土 (炭化物を多く含む)        25.灰 褐色粘性砂質土

4.暗灰褐色粘性砂質土 (炭化物を多く含む)       26.暗 灰褐色粘性砂質土

5。 にぶい灰褐色粘性砂質±               27.に ぶい褐灰色粘性砂質土

6。 暗灰褐色粘性砂質±                 28,に ぶい灰褐色粘性砂質土

7.暗灰褐色粘性砂質±                 29.暗 灰褐色粘性砂質土

8.にぶい灰褐色粘性砂質±               30.灰 褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)

9.暗赤褐色粘性砂質土 (焼上を多く含む)        31.灰 褐色粘性砂質土

10。 暗褐色粘性砂質土 (焼土を含む)           32.暗 黄褐色砂質土

11.暗褐色粘性砂質土 (炭化物・焼土を多く含む)     33.に ぶい灰褐色粘性砂質土
12.暗灰黄色砂質土 (炭化物を多く含む)         34.黄 灰褐色砂質土と黄白色砂質土 (地山)の まざり土

13.暗灰褐色粘性砂質土と黄灰色砂質土 (地山)の まざり上  35。 にぶい黄灰褐色砂質土

14.暗灰黄色粘性砂質土 (炭化物を多く含む)       36。 にぶい灰褐色粘性砂質土

15。 暗灰褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)         37.暗 褐色粘性砂質土

16.暗灰褐色粘性砂質土 (炭化物を多く含む)       38.に ぶい褐灰色粘性砂質土

17.暗赤灰色粘性砂質土 (炭化物・焼土を多く含む)    39.に ぶい灰褐色粘性砂質土
18.にぶい褐色粘性砂質±                40,暗 灰褐色砂質土

19.暗灰褐色粘性砂質土と黄灰色砂質土 (地山)の まざり上  41.暗灰褐色砂質土
20。 にぶい灰褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)       42.に ぶい黄灰色砂質土

21.暗灰褐色粘性砂質±                 43.黄 灰色砂質土

22.暗灰褐色粘性砂質土 (焼土を含む)          44.暗 灰褐色砂質土

1貶

103

第21図 竪穴住居10土層・出土遺物① (1/4)
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第22図 竪穴住居10出土遺物② (1/4)

125

＼＼＼、、、、___― !三二三二:テケクテ
4:21

＼＼＼＼
シ 22

＼
＼＼
ツ 23

―-26-―



136

144

第23図 竪穴住居10出上遺物③ (1/4)

第 2節 遺構・遺物
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第3章 発掘調査の概要
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第24図 竪穴住居10出土遺物④ (1/2)

竪穴住居11(第 4。 25図、図版 7)

調査区の北側、丘陵のほぼ頂上平坦面に所在する。南側がわずかに傾斜しているため、側溝の一部が流

出している。また、東半分が、道路の造成によって切られている。平面形は、円形を呈し、直径7.6mが

考えられる。床面に多くの柱穴が出土したが、住居を廃絶した後、この住居跡で多くの上壊をつくってお

り、壁体溝が確認できなかったため、建て替えの回数や柱数が判然としなかった。住居の規模等を想定す

ると6本柱から8本柱が考えられる。

出土遺物には、弥生土器149～ 151がある。149。 1501ま 奏の口縁から顎部にかけての破片である。口縁

端部を上下に拡張しており、垂直に引き出している。151は高杯の杯部である。口縁部を反らすように拡

張している。

これらの遺物から竪穴住居■は、弥生時代後期後葉に営まれたものと考えられる。

竪穴住居12(第 4・ 26図、図版 7)

調査区の西端、西斜面に所在する。側壁に沿って壁体溝が掘られている。斜面につくられているため南

西隅の壁体溝の一部が流出している。平面形は、南斜面方向にハの字形に広がる隅丸方形を呈し、住居の

中央部分で 1辺3.Omを測る。床面は、平らで主柱穴を 2個 もち、柱穴間の距離は1.Omを測る。台形の中

央穴をもち、その中に径20cm大の石材と石斧 (S2)が遺存していた。また、中央穴のすぐ北側に台石と

考えられる方形の扁平な石が出土した。また、北東隅にこぶし大の石を十数個集積した小土壊が確認され

た。また、床面より炭化材と炭の層が確認できた。災化材は少量であったが放射状に検出されたため、こ

の住居の垂木ということが想定され、火災にあったことが考えられる。

一-28-一
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第25図 竪穴住居11(1/80)。 出土遺物 (1/4)

1.赤褐色粘質±    3.
2.黄褐色粘質±    4.

Ｅ

寸
．∞
寸

ｒ
ω

第 2節 遺構・遺物

灰褐色粘性砂質土

赤褐色粘性砂質土

暗褐色粘性砂質土

0           2m

灰褐色粘質土 (炭化物を含む)

灰褐色粘質土

・①

⑥
σ

・１

　

２

　

３

lm

出土遺物には、石斧 (S2)がある。刃部が欠け

ているが、大型の磨製蛤刃石斧と考えられる。

遺物が石斧 1点のみのため住居が営まれた時期を

特定することが難しいが、すぐ南に同規模の竪穴住

居13が弥生時代後期後葉が想定されているため、竪

穴住居12の時期も同時期であることが考えられる。

0              10cm

第26図 竪穴住居12(1/80)。 出土遺物 (1/3)
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竪穴住居13(第 4・ 27図、図版 7)

調査区の西端、西斜面に所在する。

平面形は、円形を呈 し、直径4.2m

を測る。床面は、平らで主柱穴を4

個 もち、柱穴間の距離は、1.3～ 1.5

mを測る。また、円形の中央穴をも

つ。側壁に沿って壁体溝が掘られて

いる。

出土遺物には、弥生土器152～

181がある。152～155は壷の口縁か

ら顎部にかけての破片である。いず

れも口縁端部を上下に拡張 してお

り、152・ 154は垂直に立ち上げて

1.赤褐色粘質±          6.黒 褐色粘質土(炭化物を多く含む)い る。153は頸部にく字状の線刻が
2.赤褐色粘質土(炭化物を含む)  7.黄 褐色粘質土         施され、赤色顔料が塗られている。
3.黒褐色粘質土(炭化物を多く含む)8.暗 褐色粘質土(炭化物を含む)  156は

壼の底部と考えれる。157～4.暗褐色粘質土(炭化物を含む)  9.赤 褐色粘質土
5。 赤褐色粘質±                          1641ま 奏の口縁から肩部にかけての

破片である。157～ 162は日縁端部
第27図  竪穴住居13(1/80)

を上下に拡張しており、いずれも垂

直に立ち上げている。163・ 1641ま 口縁端部を三角形になるよう拡張している。165。 166イま奏の胴から底

部にかけての破片である。167～ 1721よ底部の破片である。173・ 1741ま鉢の口縁から肩部にかけての破片

である。口縁端部を上下に拡張しており、173は内外面に赤色顔料が塗られている。175は鉢の底部の破

片である。176～178は高杯の杯部の破片である。176・ 1771ま杯部を垂直に屈曲させ、段をもって垂直に

引き上げている。1781ま杯部を反るように屈曲させている。いずれも赤色顔料が塗られている。1791ま椀

と考えられる胴から底部である。外面に赤色顔料が塗られている。1801ま脚付直口壺である。脚部にはス

カシ子とが 4個あけられている。181は直口壷の口縁部の破片と考えられる。

これらの遺物から竪穴住居13は、弥生時代後期後葉に営まれたものと考えられる。

0           2m

156

第28図 竪穴住居13出土遺物① (1/4)

＼＼

155

159

0               10cm
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＼ャ

172

173

163

174

第29図 竪穴住居13出土遺物② (1/4)
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第 3章 発掘調査の概要

竪穴住居14(第 4・ 30図、図版 8)

調査区の南西部、南斜面に所在する。斜面につくられているため谷側の南半分の側壁が流出している。

平面形は、側壁の検出状況から円形を呈し、側壁に沿うように壁体溝が掘られている。また、壁体溝が住

居内部に 6条検出されていて、この場所で最低 6回は建て替えがおこなわれたと考えられる。壁体溝の検

出状況から北方向へ拡張していったことが確認できた。規模は、最初の段階で、直径4.4m、 次に直径4.6

m、 そして次の段階で直径5,2m、 さらに直径5.6m、 直径6.Omと 次第に拡張していき、最終段階で、直径

6.4mを測る。柱穴は、最初の段階と次に段階で、4本柱、柱穴間の距離は、2.0～ 2.4mを測る。それ以降

は、5本柱、6本柱が想定され、最終段階で 8本柱が考えられる。また、中央に長方形状の中央穴をもつ。

出土遺物には、弥生土器182～ 190、 鉄器 M27、 ガラス玉 Jl・ 2がある。182・ 1831ま甕の口縁から肩部

にかけての破片である。1821ま口縁端部を垂直に拡張しており、外面に赤色顔料が塗られている。183は

口縁端部を上下に三角形になるよう拡張している。184・ 185は鉢の口縁から胴部にかけての破片である。

口縁端部を上下に引き出し、上方向に垂直に拡張している。186～ 189は高杯の杯部の破片である。いず

れも杯部を屈曲させ、段をもって垂直に引き上げている。186のみ緩やかに屈曲している。いずれも赤色

顔料が塗られている。1901よ手捏ねのミニチュアの椀である。M27は工具と考えられる扁平な形状をして

いる鉄器である。Jl・ 2はガラス製の小玉である。ともに薄い青緑色をしている。

これらの遺物から竪穴住居14は、弥生時代後期後葉に営まれたものと考えられる。

0           2m

7.赤褐色粘質土1.暗褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)
2.暗褐色粘質土
3.赤褐色粘質土

第30図

4.暗褐色粘質土 (炭化物を含む)
5。 暗褐色粘質土 (炭化物を含む)

6.暗褐色粘質土 (炭化物を含む)

竪穴住居 14(1/80)

一-32-―



第2節 遺構 。遺物

」1

④

① J2

◎

⑩

Ｍ２７
　
　

０ ２Ｃｍ
一

―

｛ｒｌ
日
〕0               10cm

第31図  竪穴住居14出土遺物 (1/2・ 1/4)

竪穴住居15(第 4・ 32図、図版 8)

調査区の南部、南斜面に所在する。斜面につくられているため谷側の南半分の側壁が流出している。平

面形は、側壁の検出状況から円形を呈し、側壁に沿うように壁体溝が掘られている。また、壁体溝が住居

内部に 3条検出されていて、この場所で最低 3回は建て替えがおこなわれたと考えられる。壁体溝の検出

状況、住居の埋土の状況から北方向へ拡張していったことが確認できた。また、南側に方形の大きな掘り

込みが確認できた。方形の住居の存在が考えられるが確認できなかった。規模は、最初の段階で、直径

44m、 そして次の段階で直径5.2m、 さらに直径6.Om、 最終段階で、直径8.Omを測る。柱穴も検出された

が、方形の掘り込みのため南半分の柱穴が確認できず、柱の本数などは確認できなかった。

出土遺物には、弥生土器191～ 234、 石器 S3、 鉄器M28～31がある。191～ 194は壷の口縁から頸部に

かけての破片である。191は 口縁端部を垂直に立ち上げており、赤色顔料が塗られている。192～ 1941ま

口縁端部を上下に拡張し、192・ 1941よ頸部に沈線が施されている。1931よ口縁外面に沈線が施されてい

る。195～209は奏の口縁から肩部にかけての破片である。195～ 199は口縁端部を上下に拡張し、上方向

へほぼ垂直に立ち上げている。200～ 2091ま口縁端部が三角形になるよう上下に拡張している。206は頸

部に刺突文が施されている。210・ 2111ま 口縁がく字状に屈曲している。212～ 216イま奏の底部と考えられ

る破片である。213は底部が高台状に突出している。214は底部中央に穿孔が認められる。217・ 218は鉢

の口縁から胴部にかけての破片である。口縁端部を垂直に立ち上げている。219・ 2201ま完形の小型の鉢

である。これも口縁端部を垂直に立ち上げている。217～ 220の いずれも赤色顔料が塗られていた。221

は鉢の底部である。222・ 223は高杯の杯部の破片である。杯部を屈曲させ、段をもって垂直に引き上げ

ている。224は高杯の脚部の破片である。225は高杯の杯部から脚部にかけての破片である。杯部は椀状

に湾曲している。脚の端部は丸く仕上げている。226～ 231は高杯の脚部の破片である。いずれも端部を

三角形になるよう下方向に拡張している。226～ 229はスカシ孔があけられている。232は手捏ねのミニ

チュアの椀である。233は直口壺の口縁部と考えられる。234は脚付椀の脚部と考えられる。内外面に赤

ヾ

ュ)(′「

)'
k｀ 、́
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第 3章 発掘調査の概要

色顔料が塗られている。S3はサヌカイト製の打製石包丁で両端が快られている。M28～ M301よ鏃である。

M28は茎部を欠いている。M29・ 301ま先端部を欠いている。M31は扁平な棒状の鉄を曲げた形状をして

いる。工具として使われたのではなかろうか。

これらの遺物から竪穴住居15は、弥生時代後期前葉と後期末葉に営まれたものと考えられる。

0           2m

Ｅ

Φ
．め
寸

ｒ
ａ

1.暗褐色粘質土
2.暗褐色粘質土 (炭化物を含む)
3.黄褐色粘性砂質土
4.暗褐色粘質土 (炭化物を含む)と 黄褐色砂質土のまざ
り土

5。 暗褐色粘質土

6。 赤褐色粘質土 (焼土を含む)

7.暗褐色粘質土 (炭化物を含む)
8.暗褐色粘質土 (炭化物・焼土を含む)
9.暗褐色粘質土 (炭化物を多く含む)
10。 青褐色粘質土

11.暗褐色粘質土 (炭化物を多く含む)と 黄褐色砂質上の

まざり土

12.赤褐色粘質土 (焼土を含む)

13.黄褐色砂質土 (炭化物を多く含む)

14.黄褐色砂質土

15。 暗褐色粘質土 (戊化物を多く含む)

16。 暗褐色粘質土 (炭化物を含む)

17.暗褐色粘質土 (焼土を含む)

18.暗褐色粘質土 (炭化物を含む)

19.暗褐色粘質土 (炭化物を含む)と青灰色粘質上のまざ

り土

20,暗褐色粘質土 (災化物を多く含む)

21.暗褐色粘質土と赤褐色粘質上のまざり上

22.暗褐色粘質土 (炭化物を多く含む)

23.暗褐色粘質土 (炭化物を多く含む)

24.暗褐色粘質土 (炭化物を多く含む)と 青灰色粘質上の

まざり土

25.暗褐色粘質土と青灰色粘質土のまざり上

26.暗褐色粘質土 (炭化物を多く含む)

第32図 竪穴住居15(1/80)
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第33図 竪穴住居15出土遺物① (1/4)
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第 3章 発掘調査の概要
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第34図 竪穴住居15出土遭物② (1/2・ 1/4)
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第2節 遺構・遺物

2.段状遺構

今回の調査で、段状遺構と考えられるものが合計 2軒出土した。いずれも斜面につくられており、また

竪穴住居に隣接しているため、住居を補助する簡易な小屋的な建物であったことが推測される。

段状遺構 1(第 4・ 35図、図版 8)

調査区の北東部、北東斜面に所在する。丘陵の南東斜面を削平してつくつており、谷側の北東部分が流

失している。北東部分で、竪穴住居 4と接している。検出面で全長6.8m、 最大幅4.Omを測る。側壁に沿

って幅約50cmの高床状遺構が認められた。側壁に平行に柱穴が 2個並んでいる。

出土遺物には、弥生土器235～239がある。2351ま壺の口縁の破片である。口縁端部を上下に拡張し、

上方向に垂直に立ち上げている。内外面に赤色顔料が塗られている。236～ 238は奏の口縁から頸部にか

けての破片である。236イま口縁端部を上下に拡張し、上方向に垂直に立ち上げている。237・ 238は 口縁

端部を三角形になるように拡張している。2391ま 高杯の脚部の破片である。端部を丸く仕上げている。

これらの遺物から段状遺構 1は弥生時代後期後葉につくられたものと考えられる。

0           2m

l.暗褐色粘性砂質土 (炭化物 を含む)

0               10Cm

第35図 段状遺構 1

O

(1/80)
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第 3章 発掘調査の概要

段状遺構 2(第 4・ 36図、図版 9)

調査区の南西部、南斜面に所在し、竪穴住居14と 隣接する。丘陵の南斜面を削平してつくつており、側

壁は確認できなかったが、壁体溝の一部が認められた。壁体溝が 2条検出されているので、1度建て替え

をおこなっていると考えられる。壁体溝に沿って平行に柱穴がそれぞれ 2個並んでいる。

出土遺物には、弥生土器240がある。240は奏の口縁から肩部にかけての破片で、日縁端部をわずかに

上方向に立ち上げている。

これらの遺物から段状遺構 2は弥生時代後期後葉につく

守
                       ミミ、

⑤

0              10Cm

1.赤褐色粘質土 (炭化物を含む)
2。 赤褐色粘性砂質土

3.暗褐色粘質土

0           2m

第36図 段状遺構 2(1/80)・ 出土遺物 (1/4)

2.土竣

今回の調査で、土墳が118基出上した。そのうち穴の底が広くなる袋状のものが多く検出され、貯蔵用

の穴として利用されたことが考えられる。平面形態は円形のものが多く、規模は直径約1.3～ 1.7m、 深さ

0.5～ 1.5mが中心となる。これらの土墳は、大きく2群にまとまっている。1群は調査区東側のほぼ中央、

住居 1と 2の間の南斜面に集中し、もう1群は、調査区西側の丘陵頂上部、住居m付近に集中している。

土渡 1・ 2(第 4・ 37図、図版9)

調査区の北端にあたり、丘陵頂上部に所在する。土壊群では、もっとも高所となる。土墳 1と 土墳 2は

重複しており、土墳 2が土壊 1を切るような形でつくられている。平面形は、土壊 1が隅丸方形、土娠 2

が円形を呈し、断面は土壊 1が方形、土鍍 2が袋状を呈している。土娠の中では、中型の部類にはいり、

土崚 1は、最大径1.6m、 最大底径1.6m、 中央での深さ1.15m、 土墳 2は、最大径1.3m、 最大底径1.4m、

中央での深さ0.65mを測る。

出土遺物には、土媛 1で弥生土器241～ 258がある。241・ 2421ま壺の口縁から頸部にかけての破片であ

る。241は 口縁端部を上方向に三角形になるよう拡張している。2421ま口縁端部を上方向に垂直に拡張し

ている。243～252は奏の口縁から胴部にかけての破片である。243～251は口縁端部をほぼ垂直に立ち上

げている。253は 口縁端部を三角形になるよう上方向に拡張している。253～ 256は奏の底部から胴部に

られたものと考えられる。

建
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第2節 遺構・遺物

かけての破片である。257・ 258は鉢の口縁から肩部にかけての破片である。2571ま口縁端部をく字状に

屈曲させている。2581ま 口縁端部を垂直に立ち上げている。土墳 2は弥生土器259～264がある。259～

261は養の口縁から肩部にかけての破片である。259・ 260は口縁端部を垂直に立ち上げている。261は口

縁部がく字状に屈曲している。262は奏の底部と考えられる。2631ま鉢で、口縁端部が三角形になるよう

に仕上げている。また、胴は湾曲せず、直線的になっている。2641ま 高杯の杯部の破片で、口縁がやや外

に反るように立ち上がっている。

これらの遺物から土娠 1・ 2は、弥生時代後期末葉につくられたと考えられる。

1.黄褐色砂質土 (災化物を含む)
2.赤褐色粘性砂質土
3.黄褐色砂質土
4.暗褐色粘性砂質土 (λ化物を多 く含む)
5。 赤褐色粘性砂質土

6。 暗褐色粘性砂質土

7.暗褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)
8.黄褐色砂質土
9.黄橙色砂質土
10.暗褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)

11.黄褐色砂質土

12.赤褐色砂質土

148.9m13.赤褐色粘性砂質土

14.暗褐色粘性砂質土

15,赤褐色砂質土

16.黄褐色砂質土

17.暗褐色粘性砂質土

0              10cm

第37図  土境 1 。2(1/30)。 出土遺物① (1/4)
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0              10cm

第38図 土墳 1・ 2出土遺物② (1/4)
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第 2節 遺構・遺物

土壊 3(第 4'39図 )

調査区の中央、丘陵平坦面の南端にあたり南西斜面に所在する。平面形は、円形を呈し、断面は袋状を

呈している。土媛の中では、大型の部類にはいり、最大径 1,7m、 底径1.9m、 中央での深さ0,75mを測る。

出土遺物には弥生土器265・ 266、 土製品C8がある。265は壷の口縁から頚部にかけての破片である。日

縁端部が垂直に立ち上がる。2661よ 高杯の脚部の破片である。端部を内径するように上下に引き出してい

る。C8は土製勾玉である。完形で、中央がく字状に屈曲し、上部に穿孔がある。これらの遺物から土墳

3は、弥生時代後期後葉につくられたと考えられる。

0               10Cm

0     2cm       鰻|~           C8

1.暗褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)
2.暗褐色粘性砂質土 (炭化物を多く含む)
3.暗褐色粘性砂質土 (地山ブロックを含む)

第39図 土娠 3(1/30)・ 出土遺物 (1/2・ 1/4)

土壊 4(第 4・ 40図 )

調査区の中央、南西斜面に所在する。平面形は、円形を呈している。非常に浅く、斜面の谷狽1では平坦

になっている。土壊の中では、中型の部類にはいり、最大径 1.8m、 最大底径ユ,75m、 中央での深さ0。lm

を測る。出土遺物には弥生土器267がある。奏の口縁から頚部にかけての破片で、日縁端部を三角形にな

るよう上下に拡張している。この遺物から土竣 4は、弥生時代後期前葉につくられたと考えられる。

土壊 5(第 4。 40図、図版 9)

調査区の中央、南西斜面に所在する。平面形は、円形を、断面は底がやや広い方形を呈している。上壊

の中では、中型の部類にはいり、最大径1.55m、 最大底径1.7m、 中央での深さ0.9mを 測る。底からまと

まって土器が出土している。出土遺物には弥生土器268～ 273がある。268～ 2701ま 奏の口縁から頸部にか

けての破片である。日縁端部を垂直に立ち上げている。271は奏の底部と考えられる破片である。2721ま

高杯の杯部の破片である。日縁部が外側に反るように屈曲している。2731よ ミニチュアの手捏ねの椀であ

る。ほぼ全面に指押えの痕跡が残る。この遺物から土娠 5は、弥生時代後期末葉につくられたと考えられ
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土壊 4

第 3章 発掘調査の概要

1.赤褐色粘性砂質土 (戊化物を含む)

＼＼

1.赤褐色粘性砂質土
2.赤褐色粘性砂質土
3.暗褐色粘性砂質土
4.黒褐色粘性砂質土
5。 赤褐色粘性砂質土

6.暗褐色粘性砂質土
7.暗褐色粘性砂質土
8.黒褐色粘性砂質土
9.赤褐色粘性砂質土
10。 暗褐色粘性砂質土

11.明褐色粘性砂質土

12.黒褐色粘性砂質土

(炭化物を多く含む)

(炭化物を含む)

(災化物を多く含む)

(炭化物を多く含む)

(炭化物を含む)

(地山ブロックを含む)

(戊化物を多く含む)

(炭化物を含む)

(炭化物を含む)

(炭化物を多く含む)

▽ 2730               10cm

第40図 土境 4・ 5(1/30)・ 出土遺物 (1/4)

土壊 6・ 7(第 4・ 41図 )

調査区の中央、南西斜面に所在する。土媛6と土壊 7は重複しており、土媛 7が土壊 6を切るような形

でつくられている。平面形は、土壊 6が円形、土壊 7が楕円形を呈し、断面は土媛 6が台形、土媛 7が袋

状を呈している。土媛 6は中型の部類にはいり、最大径1.3m、 最大底径1.35m、 中央での深さ0.45mを測

る。上壊 7は大型の部類にはいり、最大径2.05m、 最大底径1.8m、 中央での深さ0.45mを測る。出土遺物

には弥生土器274・ 275、 土製品C9がある。2741ま壼の回縁から頸部にかけての破片である。口縁端部を

イ

″

略Ъ
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0            1m

148.lm 
ュ

第2節 遺構・遺物

垂直に立ち上げ、その外側に

沈線、頚部に刺突文を施して

いる。275は 奏の口縁から頸

部にかけての破片である。口

縁端部を垂直に立ち上げてい

る。C9は土製の勾玉である。

完形で中央をく字状に屈曲に

させている。これらの遺物か

ら土媛 7・ 8は、弥生時代後

期末葉につ くられたと考えら

れる。

明褐色粘性砂質土

(炭化物を多く含む)

赤褐色粘性砂質土

暗褐色粘性砂質土

暗褐色粘性砂質土

(炭化物を含む)

赤褐色粘性砂質土

2.

3.

4.

5。

息趾同Ｕ
　
鰻
Ｃ９

ｍ

０２Ｃ〕

(炭化物を多く含む)

6.赤褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)
7.赤褐色粘性砂質土
8.赤褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)
9.暗褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)
10。 赤褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)

11.暗褐色粘性砂質土

(炭化物を多く含む)

黒褐色粘性砂質土

(炭化物を多く含む)

赤褐色粘性砂質土

(炭化物を多く含む)

暗褐色粘性砂質土

(炭化物を多く含む)

15。 赤褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)
0               10cm

第41図 土境 6・ 7(1/30)・ 出土遺物 (1/4)

土墳 8(第 4・ 42図 )

調査区の中央、南西斜面に所在する。平面形は、円形を呈している。比較的浅く、断面はレンズ状を呈

している。土壊の中では、中型の部類にはいり、最大径1.5m、 最大底径1.4m、 中央での深さ0.2mを測る。

底を中心に土器がまとまって出土している。出土遺物には弥生土器276～285がある。276～ 2791よ 壺の口

縁から肩部にかけての破片である。口縁端部を垂直またはやや反るように立ち上げている。2801ま 甕の回

縁から頚部の破片である。口縁端部を垂直に立ち上げている。281・ 282は奏の底部と考えられる破片で

ある。283～ 285は鉢である。口縁端部を垂直に立ち上げている。これらの遺物から土壊 8は、弥生時代

後期末葉につくられたと考えられる。

14.
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第 3章 発掘調査の概要

0                       1:

暗褐色粘性砂質土

暗褐色粘性砂質土

(炭化物・土器を含む)

赤褐色粘性砂質土

147.7m

4.赤褐色粘性砂質土
5。 灰褐色粘性砂質土

6.赤褐色粘性砂質土
7.暗褐色粘性砂質土

280

282

第42図 土壊 8(1/30)・ 出土遺物 (1/4)

0              10Cm

277

276

278
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第 2節 遺構・遺物

土壊 9(第 4・ 43図 )

調査区の中央、南西斜面に所在する。後世の道路によって西側の 1/3が削平されている。平面形は、

円形を、断面はすり鉢状を呈している。土墳の中では、大型の部類にはいり、現存の最大径2.6m、 最大

底径1.4m、 中央での深さ1.2mを測る。出土遺物には弥生土器286～ 293がある。286イま壷の口縁から頸部

にかけての破片で、口縁端部を垂直に立ち上げている。287～ 2891ま 甕の口縁から肩部の破片である。

287は 口縁端部をやや内傾させて立ち上げている。288・ 289は 日縁端部を三角形になるよう上下に拡張

している。290～ 2921よ奏と考えられる底

部の破片である。292は底の中央に穿孔が

認められる。293は高杯の杯部で、内側に

屈曲し、端部を水平に拡張し、沈線を施し

ている。C10は土製の紡錘車である。ほぼ

円形を呈しており、中央に穴があけられて

いる。これらの遺物から土壊 9は、弥生時
1

代後期後葉につくられたと考えられる。   ヽ

1.赤褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)
2.暗褐色粘性砂質土

(地山ブロック及び炭化物を含む)

3.黒褐色粘性砂質土 (炭化物を多く含む)
4.青灰色砂質土 (地山ブロック)
5.黒褐色粘性砂質土 (炭化物を多く含む)
6.青灰色砂質土 (地山ブロック)と 黒褐色粘
性砂質土 (炭化物を多く含む)のまざり上

7.暗褐色粘性砂質土 (炭化物を多く含む)
8.灰褐色砂質土と黒褐色粘性砂質土 (炭化物

ヽ
ヽ

147.lm

を多く含む)のまざり土

青灰色砂質土 (地山ブロック)

暗褐色粘性砂質土 (炭化物を多く含む)

橙褐色粘性砂質土

暗褐色粘性砂質土 (炭化物・土器を含む)

灰褐色砂質土と暗褐色粘性砂質土 (炭化物

を多く含む)のまざり上

9.

10,

11.

12.

13.

「号三≡三三≡≡≡≡≡三「三三三[三三三三二そ!   287
第43図 土墳9(1/30)。 出土遺物①

0               10cm

(1/4)
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第 3章 発掘調査の概要

0               10cm 0     2cm
C10  ~

＼、__上こ
=づ

ク
   292

第44図 土境9出土遺物② (1/2・ 1/4)

土境10(第 4・ 45図 )

調査区の中央、南西斜面に所在する。平面形は、円形を、断面は方形を呈している。土城の中では、大

型の部類にはいり、最大径1.7m、 最大底径1.65m、 中央での深さ0.3mを測る。出土遺物には弥生土器294

～296がある。2941ま壷の口縁から頸部にかけての破片である。日縁端部を三角形になるよう上下に拡張

し、沈線を施している。また、頭部外面に沈線を施している。295は奏の口縁から肩部の破片で、日縁端

部をやや内傾させ、上下に拡張している。296イま高杯の杯部で、内側に屈曲し、端部を三角形になるよう

拡張している。これらの遺物から土墳10は、弥生時代後期前葉につくられたと考えられる。

0            ¬m

0              10cm

148.4m

1.暗褐色粘性砂質土
2.赤褐色粘性砂質土
3.赤褐色粘性砂質土
4.赤褐色粘性砂質土
5.赤褐色粘性砂質土
6。 明褐色粘性砂質土

(炭化物を多 く含む)

(炭化物を含む)

(地山ブロックを含む)

(地山ブロックを含む)

(炭化物を含む)

第45図  土境10(1/30)・ 出土遺物 (1/4)

土境11(第 4。 46図 )

調査区の中央、南西斜面に所在し、土壊10と 隣接する。平面形は、円形を、断面は台形を呈している。

土媛の中では、中型の部類にはいり、最大径1.05m、 最大底径1.15m、 中央での深さ0.3mを測る。底から
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まとまって土器が出上している。出土遺物には弥生土器297～

300がある。297～ 2991ま童の口縁から胴部にかけての破片で

ある。いずれも口縁端部をやや反るように上方向に拡張してい

る。297・ 298は口縁外面に沈線を施している。3001よ壼と考

えられる底部の破片である。これらの遺物から土墳11は、弥生

時代後期末葉につくられたと考えられる。

0            1m

148.3m

1.明褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)
2.赤褐色粘性砂質土 (土器多くを含む)
3.赤褐色砂質土
4.暗褐色粘性砂質土

第46図 土壊11(1/30)・ 出土遺物 (1/4)
0               10cm

土渡12(第 4・ 47図 )

調査区の中央、南西斜面に所在する。平面形は、楕円形を呈している。非常に浅く、斜面の谷側では平

坦になっている。土媛の中では、大型の部類にはいり、最大径1.6m、 最大底径1.5m、 中央での深さ0.lm

を測る①遺物が出土していないため時期が特定できないが、周囲の状況から弥生時代後期と推定される。

土境13(第 4・ 47図、図版10)

調査区の中央、南西斜面に所在し、土壊 14・ 15と 隣接する。平面形は、円形を、断面は台形を呈してい

る。土媛の中では、大型の部類にはいり、最大径1.8m、 最大底径1.3m、 中央での深さ0。7mを測る。底か

らまとまって土器が出土している。
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土境13

0            1m

1.暗褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)
2.灰褐色粘質土

出土遺物には弥生土器301～ 315が ある。

301・ 306・ 308は壺の口縁部の破片で、口縁

端部を垂直に立ち上げている。302・ 3031よ奏

の口縁から胴部にかけての破片である。口縁端

部を内傾させ立ち上げている。3041ま奏の底部

の破片である。305は鉢の口縁から胴部にかけ

ての破片で、日縁端部を垂直に立ち上げている。

308は高杯の脚部の破片で、端部を下方向に拡

張し、スカシ孔を 2列、合計 8個あけている。

309。 310は脚付の奏と考えられる。311は器

台の脚部である。端部を下方向に拡張し、スカ

シ孔を 2列、合計 8個あけている。312～315

は特殊器台の破片である。外面に施された文様、

胎土から同一個体と考えられる。文様帯には、

ヘラ描の綾杉文・縦線文が施され、長方形のス

カシ孔の痕跡が残っている。間帯には、絶の間

に横方向のクシ描沈線が施されている。僅かで

あるが赤色顔料が遺存している。いわるゆ「立

坂型」といわれる特殊器台である。これらの遺

物から土壊13は、弥生時代後期後葉につくられ

たと考えられる。

土境14・ 15(第 4・ 49図 )

調査区の中央、南西斜面に所在する。土壊14

と土媛15は重複しており、土渡14が土竣15を切

るような形でつくられている。平面形は、土娠

14が円形、土媛15が楕円形を呈している。とも

に比較的浅く、断面もレンズ状を呈している。

土竣14は 中型の部類にはいり、最大径1.25m、

暗褐色粘性砂質土 (炭化物を多く含む)

黒褐色粘質土 (炭化物を多く含む)

赤褐色粘性砂質土 (庚化物を多く含む)

暗褐色粘性砂質土 (炭化物を多く含む)

黒褐色粘性砂質土 (炭化物を多く含む)

暗褐色粘性砂質土 (炭化物を多く含む)

黒褐色粘質土 (炭化物を多く含む)

赤褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)

黒褐色粘性砂質土 (炭化物を多く含む)

暗褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)

(1/30)

148.3m   l・

2.

第47図  土壊12・ 13

ρ
Ｑ
町
顧
靱
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0               10cm
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第48図 土壊13出土遺物 (1/4)

最大底径1.15m、 中央での深さ0。2mを測る。上墳15は大型の部類にはいり、最大径2.2m、 最大底径2.Om、

中央での深さ0.15mを測る。遺物が出上していないため時期が特定できないが、周囲の状況から弥生時代

後期と推定される。
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第3章 発掘調査の概要

土渡14・ 15

土墳16

赤褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)

明褐色粘性砂質土

0            1m

3.暗褐色粘性砂質土
4.赤褐色粘性砂質土

(1/30)第49図 土壊14・ 15

147.9m

第50図 土墳16(1/30)・ 出土遺物 (1/4)

土境16(第 4・ 50図 )

調査区の中央、南西斜面に所在し、土墳17

と隣接する。平面形は、楕円形を、断面は袋

状を呈している。南側にテラス状の平坦面を

__  もっている。土墳の中では、大型の部類には

いり、最大径2.Om、 最大底径 1.6m、 中央で

の深さ0。9mを測る。出土遺物には弥生土器

の316がある。小型の鉢で口縁端部を垂直に

引き上げている。この遺物から土壊16は、弥

生時代後期後葉につくられたと考えられる。
l rn

1.赤褐色粘性砂質土
2.暗褐色粘性砂質土 (炭化物を多く含む)
3.黄褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)
4.赤褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)
5.暗褐色粘性砂質土 (炭化物を多く含む)
6.灰褐色砂質土 (地山ブロック)

―-50-―
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土娠17(第 4・ 51図 )

調査区の中央、南西斜面に所在し、土壊16と 隣接す

る。平面形は、円形を、断面は台形を呈している。土

墳の中では、大型の部類にはいり、最大径1.45m、 最

大底径1.7m、 中央での深さ0.6mを 測る。出土遺物に

は弥生土器の317、 石器のS4がある。317は奏の口

縁から頭部にかけての破片で、口縁端部をやや内傾さ

せながら上方向に立ち上げている。S4は打製石包丁

の破片である。両端に決 りのあるものと考えられる。

これらの遺物から土墳17は、弥生時代後期後葉につく

られたと考えられる。

/…
~ヽ

＼

第2節 遺構・遺物

土墳17

//
//0    50cm

一 148.9m

317
0               10cm

1.灰褐色粘性砂質土 (炭化物を多く含む)
2.赤褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)
3.灰褐色粘性砂質土 (炭化物を多く含む)

0     2cm
S4  中

第51図  土娠17(1/30)・ 出土遺物 (1/2・ 1/4)

土境18。 19(第 4・ 52図 )

調査区の中央、南斜面に所在する。土墳18と土媛19は重複しており、土媛19が土壊18を切るような形で

つくられている。平面形は、ともに楕円形を呈している。ともにテラス状の平坦面をもっている。断面は、

土壊18は方形、土竣19が レンズ状を呈している。ともに大型の部類にはいり、土媛18は、最大径2,7m、

最大底径1.9m、 中央での深さ0.5mを測る。土FFi19は、最大径2.lm、 最大底径1.65m、 中央での深さ0.4m

を測る。出土遺物には弥生土器318～ 322がある。318～ 3201よ奏の口縁から胴部にかけての破片である。

いずれも口縁端部を垂直またはやや内傾させて立ち上げている。321は奏の底部の破片である。322は高

杯の脚部の破片である。短脚でスカシ孔が 4個あけられている。これらの遺物から土墳 18。 19は、弥生時

代後期末葉につくられたと考えられる。

上境20(第 4。 52図 )

調査区の中央、南斜面に所在する。竪穴住居 2に隣接している。平面形は、楕円形を呈している。非常

に浅く、斜面の谷側ではほぼ平坦になっている。土竣の中では、中型の部類にはいり、最大径1.5m、 最

大底径1.45m、 中央での深さ0.2mを測る。出土遺物には弥生土器323～ 325がある。323・ 324は奏の口縁

から胴部にかけての破片である。3231よ口縁端部を内傾させ上下に拡張している。324は 口縁端部をく字

に屈曲させている。325は高杯の杯から脚部にかけての破片である。口縁端部を垂直に屈曲させ立ち上げ

ている。これらの遺物から土壊20は、弥生時代後期前葉につくられたと考えられる。

≪
＼
�
鰻
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第3章 発掘調査の概要

土墳18。 19

0            1m

148.lm

７

　

８

　

９

暗褐色粘性砂質土 (災化物を含む)

赤褐色粘質土 (炭化物を多く含む)

灰褐色粘性砂質土 (炭化物・土器を含む)

4.赤褐色粘性砂質土
5。 暗褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)

6.褐灰色砂質土

灰赤色砂質土

灰褐色粘性砂質土

暗褐色粘性砂質土

土渡20

0         50cm

-

0               10cm

第52図 土墳18・ 19・ 20(1/30)・ 出土遺物 (1/4)

1.黒褐色粘性砂質土 (炭化物を多く含む)
2.赤褐色砂質土 (地山ブロックを含む)
3。 赤褐色粘性砂質土 (地山ブロックを含む)

148.lm
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0              10Cm

第53図  土壌20・ 出土遺物 (1/4)

第 2節 遺構・遺物

0              10Cm

・出土遺物 (1/4)

土壊21(第 4・ 54図 )

調査区の中央、南斜面に所在する。平面形は、円

形を呈している。比較的浅く、断面は方形を呈して

いる。土媛の中では、大型の部類にはいり、最大径

1.55m、 最大底径ユ。5m、 中央での深さ0.2mを 測る。

出土遺物には弥生土器の326がある。養の口縁から

肩部にかけての破片で、口縁端部を三角形になるよ

う拡張している。この遺物から土壊21は、弥生時代

後期前葉につくられたと考えられる。

土墳22(第 4・ 55図 )

調査区の中央、南斜面に所在する。平面形は、楕

円形を呈している。比較的浅く、断面は方形を呈し

ている。土壊の中では、大型の部類にはいり、最大

径 1,8m、 最大底径 1.75m、 中央での深さ0.2mを 測

る。出土遺物には弥生土器の327がある。ミニチュ

アの手捏ねの椀である。この遺物から土墳22は、弥

生時代後期につくられたと考えられる。

上壊23(第 4・ 55図 )

1.黒褐色粘性砂質土 (炭化物を多く含む)
2.暗褐色粘性砂質土

326

第54図 土壊21(1/30)

調査区の中央、南西斜面に所在する。平面形は、円形を、断面は台形を呈している。土竣の中では、中

型の部類にはいり、最大径1.25m、 最大底径 1.4m、 中央での深さ0,3mを 測る。出土遺物には弥生土器の

328・ 329がある。3281ま壷の口縁から頸部にかけての破片で、日縁端部をやや反らせながら上方向に立

ち上げている。3291よ鉢の口縁から肩部にかけての破片である。口縁端部をやや反らせながら上方向に立

ち上げている。これらの遺物から土媛23は、弥生時代後期末葉につくられたと考えられる。

土境24・ 25(第 4・ 56図 )

調査区の中央、南斜面に所在する。土媛24と 上壊25は重複しており、土墳24が土壊25を切るような形で

つくられている。ともに、平面形が円形、断面が台形を呈している。土墳24は、大型の部類にはいり、最

大径 1.8m、 最大底径 1.95m、 中央での深さ0.5mを 測る。土墳25は、中型の部類にはいり、最大径 1.2m、

最大底径 1.5m、 中央での深さ0.5mを測る。出土遺物には弥生土器の330～ 332、 鉄器の M34がある。

330・ 331は甕の口縁から肩部にかけての破片で、口縁端部を垂直に立ち上げている。332は高杯の杯部

の破片で、口縁端部を垂直に屈曲させ、上端を横方向に拡張している。M321ま基状の工具と考えられる

鉄器で、茎部を欠いている。これらの遺物から土城24・ 25は、弥生時代後期後葉につくられたと考えられ

る。
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明褐色砂質土 (炭化物を含む)

赤褐色砂質土 (炭化物を含む)

1.暗褐色粘性砂質土
2.赤褐色粘性砂質土
3.黒褐色粘性砂質土

土境26(第 4・ 56図 )

調査区の中央、南西斜面に所在する。平面形は、

円形を、断面は台形を呈している。土壊の中では、

大型の部類にはいり、最大径1,8m、 最大底径2.05m、

中央での深さ0.6mを 測る。出土遺物には弥生土器

の333～ 346、 土製品のCll・ 12がある。333・ 334

は壷の口縁から肩部にかけての破片で、口縁端部を

三角形になるよう拡張している。334は頚部に沈線

を施している。335～ 3441よ奏の口縁から頸部にか

けての破片で、いずれも口縁端部を三角形になるよ

う拡張 している。345は奏の底部の破片である。

346は高杯の脚部の破片で、端部を三角形になるよ

う拡張している。Cllは分銅型土製品である。上部

のみの破片で、文様などはつけられていない。C12

は土製勾玉である。上部の中央に穿孔が認められ

る。また、上部上面には、数条線刻が施されている。

これらの遺物から土壊26は、弥生時代後期前葉につ

くられたと考えられる。

土墳27(第 4・ 58図 )

調査区の中央、南西斜面に所在する。平面形は、

円形を、断面は台形を呈している。土壊の中では、

大型の部類にはいり、最大径1.75m、 最大底径1.85

m、 中央での深さ0,35mを測る。出土遺物には弥生

土器の347～ 349がある。347は甕の口縁から肩部

にかけての破片で、日縁端部を三角形になるよう拡

張しており、外面に沈線を施している。348は奏の

底部の破片である。349は器台の脚部の破片である。

端部を三角形になるよう上下に拡張している。これ

らの遺物から土壊27は、弥生時代後期前葉につくら

れたと考えられる。(災化物を含む)

(炭化物を含む)

(炭化物を多く含む)

328

土墳22・23(1/30)・ 出土遺物 (1/4)
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0         50cm

― 149.8m

0               10cm
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制

0               10cm

1.灰褐色粘性砂質土
2.赤褐色粘性砂質土
3.褐灰色粘性砂質土
4.橙褐色粘性砂質土
5.黒褐色粘性砂質土

1.暗褐色粘性砂質土 (炭化物を多く含む)
2.赤褐色粘性砂質土
3.暗褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)
4.黄褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)
5。 赤褐色粘性砂質土

(炭化物を含む)

(炭化物を含む)

(炭化物を多く含む)

6.黒褐色粘質土 (炭化物を多く含む)
7.暗褐色粘質土 (炭化物を多く含む)
8.黄橙色砂質土
9.橙褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)
10。 灰褐色粘性砂質土 (炭化物を多く含む)

__十 ~___、      土壊26

、ヽ
1ヽ

11

/´      |

尋l⑥

２３Ｍ
ｍ

‐煙
０２Ｃ〕

第56図 土境24・ 25・ 26(1/30)。 出土遺物 (1/2・ 1/4)
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第3章 発掘調査の概要

334

339
//チ

テ======千三
::「
三てくくくさ
 344

鮒

337

第57図 土壊26出土遺物 (1/4)

て三三::::音」三憂」を三二:どどどさささミフ346
0               10Cm

1.暗褐色粘性砂質土 2.赤褐色粘性砂質土

土墳23(第 4・ 59図 )

調査区の中央、南斜面に所在する。平面形は、

円形を呈している。比較的浅く、断面はレンズ状

を呈している。土壊の中では、中型の部類にはい

り、最大径 1.15m、 最大底径1.05m、 中央での深

さ0.lmを測る。遺物が出上していないため時期

が特定できないが、周囲の状況から弥生時代後期

と推定される。

上壊29(第 4・ 59図 )

調査区の中央、南斜面に所在する。平面形は、

円形を、断面は方形を呈している。比較的浅 く、

斜面の谷側では平坦になっている。上壊の中では、

大型の部類にはいり、最大径1.8m、 最大底径1.75

m、 中央での深さ0.2mを 測る。出土遺物には弥

生土器の350・ 351がある。3501よ 奏の口縁から

肩部にかけての破片で、口縁端部を三角形になる

第58図 土療27(1/30)・ 出土遺物 (1/4)

W48

141.6m

―-56-一
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1.暗褐色粘性砂質土

1.暗褐色粘性砂質土

よう拡張している。348は奏の底部の破

片である。これらの遺物から土墳291よ、

弥生時代後期前葉につくられたと考えら

れる。

土壊30(第 4・ 59図、図版10)

調査区の中央、南斜面に所在する。平

面形は、円形を呈している。比較的浅く、

断面はレンズ状を呈している。底の中央

に柱穴状の遺構が残っている。上壊の中

では、小型の部類にはいり、最大径0.7

m、 最大底径0.35m、 中央での深さ0.25

mを測る。遺物が出土していないため時

期が特定できないが、周囲の状況から弥

生時代後期と推定される。

1.暗褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)

/パ百
三
《

0         50cm

ー

1.暗褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)

0               10Cm
352     ~

第59図 土渡28・ 29・ 30・ 31(1/30)・ 出土遺物 (1/4)
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/

1.暗褐色粘性砂質土
2.橙褐色粘性砂質土
3.暗褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)
4.黄褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)

…
2

1

1.暗褐色粘性砂質土
2.橙褐色粘性砂質土

第60図 土境32・ 33・ 34(1/30)

土境31(第 4・ 59図 )

調査区の南部、南斜面に所在する。平面形は、円形を、断面は方形を呈している。比較的浅く、斜面の

谷側では平坦になっている。土壊の中では、中型の部類にはいり、最大径1.5m、 最大底径1.45m、 中央で

の深さ0.2mを測る。出土遺物には弥生土器の352がある。3521ま高杯の杯部の破片で、口縁をやや反るよ

うに屈曲させ、端部を横に拡張している。この遺物から土娠31は、弥生時代後期前葉につくられたと考え

られる。

土渡32(第 4・ 60図 )

調査区の南部、南斜面に所在し、竪穴住居10に隣接する。平面形は、楕円形を、断面はレンズ状を呈し

ている。比較的浅く、テラス状の平坦面が残る。土墳の中では、大型の部類にはいり、最大径 1,7m、 最

大底径1.2m、 中央での深さ0.15mを測る。遺物が出土していないため時期が特定できないが、周囲の状況

から弥生時代後期と推定される。

土療33(第 4・ 60図 )

調査区の南部、南東斜面に所在し、溝 1に接する。平面形は、円形を呈している。比較的浅く、断面は

1.暗褐色粘性砂質土
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第2節 遺構・遺物

レンズ状を呈している。底の中央に柱穴状の遺構が残っている。土媛の中では、小型の部類にはいり、最

大径0.6m、 最大底径0.55m、 中央での深さ0.2mを 測る。遺物が出土していないため時期が特定できない

が、周囲の状況から弥生時代後期と推定される。

土渡34(第4・ 60図、図版11)

調査区の南部、南東斜面に所在し、溝 1の南端に位置する。平面形は、精円形を、断面は袋状を呈して

いる。また、底の中央がレンズ状に窪んでいる。土媛の中では、大型の部類にはいり、最大径1.5m、 最

大底径1,95m、 中央での深さ0.85mを測る。出土遺物には弥生土器の353～ 365、 鉄器の M33・ 34がある。

353～355は壼の口縁から頸部にかけての破片で、353・ 354は口縁端部をやや内傾させながら立ち上げて

いる。355は口縁端部を垂直に立ち上げ、外面に沈線を施している。これは、器台の口縁の可能性もある。

356～ 3591ま 口縁から肩部の破片である。口縁端部を垂直あるいはやや内傾させながら立ち上げている。

360・ 361は奏と考えられる底部の破片である。3621ま鉢の口縁から胴部にかけての破片で、口縁端部を

垂直に立ち上げている。3631ま 装飾高杯の脚部で、脚部中央に段をもつ。端部を三角形になるよう上下に

拡張し、上面に鋸歯文を配していると364は高杯の脚部である。短脚でスカシ孔が 4個認められる。365

は手捏ねの椀である。外面に指で押えた痕跡が残る。M33は鈍の先端部と考えられる。先端がやや湾曲

している。M34は三角形状を呈した鉄片で工具の破片であろうか。これらの遺物から土墳34は 、弥生時

代後期末葉につくられたと考えられる。

359

』三昌言三
三三昌三三昌

;正

三三
~二

;ラ;三
l(355

361360

0               10cm

第61図 土境34・ 出土遺物 (1/2・ 1/4)
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土渡35

第3章 発掘調査の概要

/
/ノ
/。

1.暗褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)
2.暗褐色粘性砂質土
3.栓褐色粘性砂質土

土鍍35(第 4・ 62図 )

調査区の南東部、南東斜面に所在する。平面形

は、不整形の円形を、断面は袋状を呈している。

土墳の中では、中型の部類にはいり、最大径 1.15

m、 最大底径1.65m、 中央での深さ0.65mを測る。

遺物が出土していないため時期が特定できない

が、周囲の状況から弥生時代後期と推定される。

上墳36(第 4・ 62図 )

調査区の南東部、南東斜面に所在し、竪穴住居

6に隣接する。平面形は、楕円形を、断面は方形

を呈している。土壊の中では、小型の部類にはい

り、最大径0.65m、 最大底径0,6m、 中央での深さ

0,3mを測る。遺物が出土していないため時期が

特定できないが、周囲の状況から弥生時代後期と

推定される。

0         50cm

- 146.5m
0         50cm

ーl.暗褐色粘質土
2.橙褐色粘質土
3.橙褐色粘性砂質土

―
146.5m

1.暗褐色粘質土 (炭化物を含む)
2。 赤褐色粘性砂質土 (地山ブロック含む)

3.橙褐色粘性砂質土

1.暗褐色粘質土 (炭化物を含む)
2.橙褐色粘性砂質土

第62図 土渡35・ 36・ 37・ 38(1/30)

」L瑚霜37 (斧テ4・ 62じコ)

調査区の南東部、南東斜面に所在し、竪穴住居 6に隣接する。平面形は、円形を、断面は台形を呈して

いる。上娠の中では、中型の部類にはいり、最大径 1.25m、 最大底径 1,lm、 中央での深さ0.3mを 測る。

遺物が出土していないため時期が特定できないが、周囲の状況から弥生時代後期と推定される。

―~
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上壊38(第 4・ 62図 )

調査区の南東部、南東斜面に所在し、竪穴住居 6に

隣接する。平面形は、円形を、断面は方形を呈してい

る。土媛の中では、小型の部類にはいり、最大径 0。 5

m、 最大底径0.5m、 中央での深さ0.2mを 測る。遺物

が出土していないため時期が特定できないが、周囲の

状況から弥生時代後期と推定される。

上壊39(第 4・ 63図 )

調査区の南部、南斜面に所在し、竪穴住居10に接す

るため、南側が削平されている。平面形は、楕円形を、

断面は方形を呈している。土墳の中では、大型の部類

にはいり、最大径1.8m、 最大底径1,75m、 中央での深

土壊40´ ´μ

1.暗褐色粘質土

1.暗褐色粘質土

366

0               10cm

146.9m

第63図 土壊39・ 40・ 41(1/30)。 出土遺物 (1/4)

147.3m

1.暗褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)

0               10Cm
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第 3章 発掘調査の概要

競 42    /― '一―
~―

さ0.2mを 測る。出土遺物には弥生土器の366がある。

366は甕の口縁から肩部の破片で、日縁をやや内傾す

るように立ち上げている。この遺物から土媛39は、弥

生時代後期後葉につくられたと考えられる。

上渡40(第 4・ 63図 )

調査区の南部、商斜面に所在し、竪穴住居10に接す

るため、西半分が削平されている。平面形は、精円形

を、断面は台形を呈している。土墳の中では、大型の

部類にはいり、最大径2.2m、 最大底径2.2m、 最深部

で0.4mを測る。遺物が出上していないため時期が特

定できないが、周囲の状況から弥生時代後期と推定さ

れる。

土境41(第 4・ 63図 )

調査区の南部、南西斜面に所在する。平面形は、精

円形を、断面は方形を呈している。上壊の中では、中

型の部類にはいり、最大径1.05m、 最大底径0,9m、 中

央での深さ0。 15mを 測る。出土遺物には弥生土器の

367がある。3671ま鉢の口縁から肩部の破片で、日縁

を垂直に立ち上げている。この遺物から土娠41は、弥

生時代後期後葉につくられたと考えられる。

上境42(第 4・ 64図 )

調査区の南部、南西斜面に所在する。平面形は、円

形を、断面は台形を呈している。土媛の中では、中

型の部類にはいり、最大径 1.lm、 最大底径1.4m、 中

央での深さ0,7mを 測る。出土遺物には弥生土器の

368・ 369、 鉄器のM35がある。368は壷の口縁から

顎部の破片で、口縁を反るように立ち上げている。

369は小型の鉢で口縁端部を垂直に立ち上げている。
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″

-

1.暗褐色粘性砂質土
2.灰褐色粘性砂質土

/

(戊化物を含む)

(炭化物を含む)

0               10Cm

第64図 土境42(1/30)・
出土遺物 (1/2・ 1/4)

M35

0        3cm

―

M35は鏃で、柄をもたない。これらの遺物から土壊42は、弥生時代後期末葉につくられたと考えられる。

土境43(第 4。 65図 )

調査区の南部、南西斜面に所在する。竪穴住居 1内につくられている。竪穴住居の埋土が流出している

ため、どちらが先につくられたかは不明である。平面形は、円形を、断面は方形を呈している。上壊の中

では、大型の部類にはいり、最大径2.Om、 最大底径2.Om、 中央での深さ1.Omを 測る。出土遺物には弥生

土器の370～374がある。3701よ壺の口縁から頸部の破片で、口縁をやや内傾させて立ち上げ、外面に沈

線を施している。371・ 372は奏の口縁から頸部にかけての破片で、口縁端部を三角形になるよう拡張し

ており、371は外面に沈線を施している。3731よ奏の底部の破片である。374は高杯の杯部の破片で、杯

部を屈曲させ、段をもって垂直に立ち上げている。これらの遺物から土竣43は、弥生時代後期末葉につく

られたと考えられる。
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第 2節 遺構・遺物

70

土壊43

0                       11

1.赤褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)
2.赤褐色砂質土
3.赤褐色砂質土 (地山ブロックを含む)
4.暗褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)
5。 暗褐色粘性砂質土

(炭化物 。地山ブロックを含む)

6.赤褐色砂質土
7.暗褐色粘性砂質土
8.赤褐色粘性砂質土 (地山ブロックを含む)

第65図 土境43(1/30)。 出土遺物 (1/4)

土境44(第 4・ 66図 )

調査区の南東部、南東斜面に所在する。平面形は、円形を、断面

は方形を呈している。上墳の中では、小型の部類にはいり、最大径

0.8m、 最大底径0.85m、 中央での深さ0.25mを測る。遺物が出上し

ていないため時期が特定できないが、周囲の状況から弥生時代後期

と推定される。

上壊45(第 4・ 67図 )

調査区の南東部、南東斜面に所在する。平面形は、円形を、断面

は袋状を呈している。土墳の中では、大型の部類にはいり、最大径

1.5m、 最大底径1.6m、 中央での深さ1.lmを測る。出土遺物には弥

生土器の375～ 387、 石器 S5がある。375・ 376イよ壺の口縁から頸

部にかけての破片で、口縁を垂直に立ち上げており、376は外面に

沈線を施している。377～3831ま奏の口縁から胴部にかけての破片で、

377～ 382は口縁端部を垂直に立ち上げている。383は口縁端部を三角形になるよう拡張している。384は

0         50cm

-

1.暗褐色粘性砂質土

第66図 土境44(1/30)
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奏の底部の破片である。385。 386は鉢の口縁から

胴部にかけての破片で、3851ま口縁端部を三角形に

なるよう上下に拡張し、386は垂直に上方向に立ち

上げている。387は 高杯の杯部の破片で、杯部を反

るように屈曲させている。S5は打製の石包丁で両

端に快りが認められる。これらの遺物から土壊45は

弥生時代後期後葉につくられたと考えられる。

｀
R____/

0            1m
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0               10cm

(1/30)・ 出土遺物

1.明赤褐色粘質土 (炭化物を含む)
2.暗褐色粘質土 (炭化物を含む)
3.暗褐色粘質土 (炭化物 。焼上を多く含む)
4.赤褐色粘性砂質土 (地山ブロックを含む)

(1/2・ 1/4)

一-64-一

第67図 土壊45
0        3cm
~   S5



第2節 遺構・遺物

上境46(第 4・ 68図 )

調査区の南東部、南東斜面に所在する。平面形は、円形を、断面は方形を呈している。土竣の中では、

小型の部類にはいり、最大径0.8m、 最大底径0.85m、 中央での深さ0.25mを測る。遺物が出土していない

ため時期が特定できないが、周囲の状況から弥生時代後期と推定される。

土壊47(第 4・ 68図 )

調査区の南東部、南東斜面に所在する。平面形は、円形を、断面は方形を呈している。底の中央に柱穴

状の遺構が認められる。土墳の中では、小型の部類にはいり、最大径0.5m、 最大底径0.45m、 中央での深

さ0.2mを測る。遺物が出土していないため時期が特定できないが、周囲の状況から弥生時代後期と推定

される。

上境48(第 4・ 68図 )

調査区の南東部、南東斜面に所在する。平面形は、円形を、断面は方形を呈している。上壊の中では、

小型の部類にはいり、最大径0,3m、 最大底径0.3m、 中央での深さ0.2mを測る。遺物が出土していないた

め時期が特定できないが、周囲の状況から弥生時代後期と推定される。

土境46

-罐

勘

―

土壊47

1.暗褐色粘性砂質土
2.黄褐色粘性砂質土

第68図 土墳46・ 47・ 48(1/30)

―①ゴ
147.Om

147.Om

1

1.暗褐色粘性砂質土 1.赤褐色粘性砂質土

0            1m

土壊49・ 50(第 4・ 69図、図版11)

調査区の南東部、南東斜面に所在する。竪穴住居 5内につくられている。出土状況から土墳50を最初に

つくり、その後、土墳49をつくっている。さらに土娠49を埋めて竪穴住居 5を建てていると考えられる。

平面形は、土壊49が楕円形、土墳50が円形を呈している。また断面は上部が竪穴住居 5で削平されている

が、ともに台形を呈していると考えられる。上娘の中では、いずれも大型の部類にはいり、土壌49は、最

大径2.6m、 最大底径2.7m、 中央での深さ0,7mを測る。本遺跡最大の上墳となる。土墳50は、最大径1.6m、

最大底径1.7m、 中央での深さ0.3mを測る。

出土遺物には弥生土器の388～ 393がある。3881ま童の口縁から顎部にかけての破片で、日縁をわずか

に垂直に拡張している。389～ 391は高杯の杯から脚部にかけての破片である。389は杯部をやや反るよ

うに上方向に屈曲させている。390・ 391は端部を細 くしながら丸く仕上げており、スカシ孔がそれぞれ

4個認められる。392は器台の脚部の破片で、端部を三角形になるよう上下に拡張しており、端部の外面

に斜線文様が、脚部の下段に沈線が認められる。393は椀である。これらの遺物から土墳49・ 50は弥生時

代後期後葉につくられたと考えられる。
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0            1m

1.暗褐色粘質土
2.灰褐色粘質土

(炭化物を含む)

3.橙褐色砂質土
4.赤褐色粘質土
5.橙褐色粘質土
6.橙褐色砂質土
7,暗褐色粘性砂質土
8.灰褐色粘性砂質土

暗褐色粘質土

青灰色砂質土

(地山ブロック含む)

黒褐色粘質土

(炭化物を多く含む)

黒褐色粘性砂質土

(炭化物を多く含む)

灰褐色粘性砂質土

灰オリーブ色砂質土

15,赤褐色粘質土

(焼上を含む)

16.橙褐色粘質土

(戊化物・焼土を含む)

17.青灰色砂質土

(地山ブロックを含む)

18.暗褐色粘質土

19.灰褐色粘性砂質土

20.黄褐色砂質土

９

１０

３

　

４

第69図 土渡49・ 50(1/30)・ 出上遺物 (1/2・ 1/4)
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第 2節 遺構 。遺物

土壊51土壊51(第 4・ 70図 )

調査区の中央、東斜面に所在し、竪穴住居 3に隣接す

る。平面形は、円形を、断面は方形を呈している。比較

的浅く、斜面の谷側では平坦になっている。土娠の中で

は、中型の部類にはいり、最大径1.3m、 最大底径1.3m、

中央での深さ0.15mを 測る。出土遺物には、高杯の394

がある。脚から杯部にかけての破片で、短脚でスカシ孔

が 4個認められる。この遺物から土媛51は弥生時代後期

末葉につくられたと考えられる。

土境52(第 4・ 70図、図版11)

調査区の東部、東斜面に所在する。平面形は、円形を、

断面は台形を呈している。底に柱穴状の遺構が 5個残っ

ている。土壊の中では、大型の部類にはいり、最大径

1.9m、 最大底径 1,9m、 中央での深さ0.4mを測る。遺物

が出上していないため時期が特定できないが、周囲の状

況から弥生時代後期と推定される。

土境53(第 4・ 71図 )

調査区の東部、東斜面に所在する。平面

形は、楕円形を、断面は台形を呈している。

比較的浅く、斜面の谷側では平坦になって

いる。土壊の中では、大型の部類にはいり、

最大径 1.8m、 最大底径 1.8m、 中央での深  ~

さ0.2mを測る。遺物が出土していないた

め時期が特定できないが、周囲の状況から

弥生時代後期と推定される。

土境54(第 4・ 71図 )

調査区の東部、東斜面に所在する。平面

形は、円形を、断面は台形を呈している。

底の周囲に柱穴状の遺構が 6個残ってい

る。土壊の中では、大型の部類にはいり、

最大径 1.8m、 最大底径 1.9m、 中央での深

さ0.5mを測る。出土遺物には、弥生土器

の395～397がある。395は奏の口縁から肩

部にかけての破片で、口縁端部を垂直に立

ち上げている。3961ま奏の底部と考えられ

る破片で底部が突出している。3971ま脚か

ら杯部にかけての破片で、短脚でスカシ孔

が 4個認められる。この遺物から土娯54は

0               10cm

1.赤褐色砂質土
2.黄褐色砂質土 (炭化物を含む)
3.暗褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)
4.黄褐色粘性砂質土
5.暗褐色砂質土 (炭化物を含む)
6.橙褐色砂質土

第70図 土壊51・ 52(1/30)・ 出土遺物 (1/4)
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第 3章 発掘調査の概要

土壊53

1.暗褐色粘性砂質土
2.黄褐色粘性砂質土
3.橙褐色粘性砂質土
4.黄褐色粘性砂質土

(炭化物を含む)

(炭化物を含む)

弥生時代後期末葉につ くられたと考えられ

る。

上壊55(第 4・ 72図 )

調査区の中央、南東斜面に所在する。竪穴

住居 2内につくられている。埋上の検出状況

から土羨を埋めたのち竪穴住居 2を建てたこ

とが考えられる。平面形は、長方形が考えら

れるが盟穴住居 2に よって削平されているた

め確認できない。断面は方形を呈しており、

比較的浅い。土媛の中では、中型の部類には

いり、最大径1.75m、 最大底径1.7m、 中央で

の深さ0.2mを測る。出土遺物には、弥生土

器の398～ 401がある。398・ 399イよ壼の口縁

から顎部にかけての破片で、口縁端部をやや

反らせながら立ち上げている。400は奏の口

縁から頸部にかけての破片で、口縁端部を垂

直に立ち上げている。401は奏の底部と考え

られる破片である。この遺物から土崚55は弥

生時代後期末葉につくられたと考えられる。

＼`＼＼＼＼く二_三三!三三
=」

″力
多カ
カタ

 396

∠≦生こと!!![i::::どこ笙≦も  397

0               10cm1.暗褐色粘性砂質土 (土器・炭化物を多く含む)
2.暗褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)
3.橙褐色粘性砂質土
4.黒褐色粘性砂質土 (土器・炭化物を多く含む)
5.橙褐色砂質土 (炭化物を含む)
6.橙褐色砂質土

第71図 土壊53・ 54(1/30)・ 出土遺物

147.5m
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第2節 遺構・遺物

土渡55

1

1.暗褐色粘性砂質土
2.黄褐色砂質土

第72図 土壊55・ 56(1/30)・ 出土遺物 (1/4)
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1.灰褐色性砂粘質土
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0              10cm

0            1m

土渡56(第 4・ 72図 )

調査区の中央、南東斜面に所在する。竪穴

住居 2内 につくられている。埋上の検出状況

から土媛55同様に土壊を埋めたのち竪穴住居

2を建てたことが考えられる。平面形は、長

方形が考えられるが竪穴住居 2に よって削平

されているため確認できない。断面はやや底

が狭 くなる方形を呈しており、テラス状の平

坦面をもつ。上壊の中では、中型の部類には

いり、最大径 1.75m、 最大底径ユ.2m、 中央で

の深さ0.6mを測る。出土遺物には、弥生土器の402～409がある。402・ 4031ま 壺の口縁から頚部にかけて

の破片で、口縁端部を垂直に立ち上げており、4021ま沈線を施している。404は奏の口縁部の破片で、口

縁端部を垂直に立ち上げている。405。 4061よ奏の底部と考えられる破片である。407・ 408は高杯の杯か

ら脚部にかけての破片で、407は杯部を反るように屈曲させている。4081ま短脚でスカシ孔が 4個認めら

れる。409は椀で底部が高台状に突出している。これらの遺物から土媛56は弥生時代後期末葉につくられ

たと考えられる。
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土壊57(第 4・ 74図 )

調査区の中央、南東斜面に所

在する。竪穴住居 2内 につくら

れている。埋上の検出状況から

土壊55同様に土墳を埋めたのち

竪穴住居 2を建てたことが考え

られる。平面形は、精円形が考

えられるが竪穴住居 2に よって

削平されているため確認できな

い。断面はややすり鉢状を呈し

ており、テラス状の平坦面をも

つ。土壊の中では、中型の部類

にはいり、最大径 1.5m、 最大

底径 1.Om、 中央での深さ0.3m

を測る。遺物が出土していない

ため時期が特定できないが、周

囲の状況から弥生時代後期と推

定される。

土渡58(第 4。 75図 )

調査区の中央、南東斜面に所

在する。竪穴住居 2内につくら

れている。埋上の検出状況から

土竣55同様に上壊を埋めたのち

竪穴住居 2を建てたことが考え

られる。平面形は、楕円形が考

えられるが竪穴住居 2に よって

削平されているため確認できな

い。断面は方形を呈しており、

比較的浅く、斜面の谷側では平

坦になる。上壊の中では、中型

の部類にはいり、最大径1.45m、

最大底径 1.4m、 中央での深さ

0。2mを測る。遺物が出土して

いないため時期が特定できない

が、周囲の状況から弥生時代後

期と推定される。1.

2.

第74図

暗褐色粘性砂質土

橙褐色砂質土

土渡 57 (1ノ/30)

[:ξ:::::[[[]F====~t=「テ]1 403

404

0              10Cm

第73図 土壊56 出土遺物 (1/4)
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土壊59(第 4・ 75図 )

調査区の中央、南東斜面に所在する。竪穴住居 2内 につくら

れている。埋土の検出状況から土壊55同様に上壌を埋めたのち

竪穴住居 2を建てたことが考えられる。平面形は、円形を、断

面は袋状を呈している。土躾の中では、中型の部類にはいり、

最大径1.4m、 最大底径 1.5m、 中央での深さ0.45mを 測る。出

土遺物には、弥生土器の410～413がある。410は甕の口縁から

頸部の破片で、口縁端部を垂直に立ち上げている。411～413

は奏の底部と考えられる破片で、412・ 413は底部が突出して

いる。これらの遺物から土媛59は弥生時代後期末葉につくられ

たと考えられる。

上壊60(第 4・ 76図、図版12)

第 2節 遺構・遺物

1.暗褐色粘性砂質土

1.橙褐色粘性砂質土 (庚化物を含む)

412             413

0              10Cm

調査区の東端、東斜面に所在する。竪穴住居 7内につく

ている。埋上の検出状況から土媛を埋めたのち竪穴住居 7

てたことが考えられる。土器がまとまって出上してい

る。平面形は、精円形を、断面は方形を呈している。

土壊の中では、小型の部類にはいり、最大径 1.Om、 最

大底径1.Om、 中央での深さ0.2mを測る。

出土遺物には、弥生土器の414～431がある。414～

418は壷の口縁から胴部にかけての破片で、口縁端部

をやや反るように立ち上げており、417・ 418は外面に

沈線を施している。419～ 4251ま奏で、419～424は口

縁端部を垂直に立ち上げている。425は 口縁端部をく

字状に屈曲させている。426～ 4281ま鉢で、日縁端部を

垂直に立ち上げている。429・ 4301よ高杯の脚部の破片

で、ともにスカシ孔が 4個認められる。431は脚付き

の甕の破片と考えられる。これらの遺物から土媛60は

弥生時代後期末葉につくられたと考えられる。

られ

を建

土墳58

148.Om

／

′
‐

‐

―
Ｉ

Ｈ

0         50cm

一

(1/30)・ 出土遺物

―-71-―

第75図  土境58・ 59 (1/4)



第3章

土渡60

発掘調査の概要

1

1.灰褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)

428

土壊60(1/30)・ 出土遺物

一-72-―

ぷ
431

貯血肺

0              10Cm

第76図 (1/4)



土壊61(第 4・ 77図、図版12)

調査区の東端、東斜面に所在する。竪穴

住居 7内につくられている。埋上の検出状

況から土娠を埋めたのち竪穴住居 7を建て

たことが考えられる。土器がまとまって出

土している。平面形は、楕円形を、断面は

袋状を呈している。土媛の中では、大型の

部類にはいり、最大径 1.8m、 最大底径ユ.9

m、 中央での深さ0.8mを測る。出土遺物

には、弥生土器の432～ 516が ある。432

～441は壷の口縁から胴部にかけての破片

で、いずれも日縁端部をやや内傾または垂

直に立ち上げており、434は外面上段に沈

線を、下段に波状文を施している。442～

482は奏で、442～ 472は 口縁端部をほぼ

垂直に立ち上げている。473～ 4751ま 口縁

端部を反らしながら立ち上げている。476

～478は 口縁をく字状に屈曲させ、端部を

内傾するように整えている。479～482は

口縁端部をく字状に屈曲させている。483

～489イま奏あるいは壺の底部と考えられ

る。490～ 498イま鉢の口縁から月同吉巨|こかけ

ての破片で、4971ま 口縁端部をく字状に、

それ以外はほぼ垂直に立ち上げている。

499～ 5081ま高杯で、杯部は口縁を反るよ

うに屈曲させるものと段をもって垂直に引

きあげているものがある。脚部にはいずれ

もスカシ了しが 4個認められる。5081よ ミニ

チュアの高杯である。509・ 5101よ器台の

口縁部の破片で、内傾させながら上下に立

ち上げ、外面に沈線を施している。511～

513は直口壺で、いずれも脚が付 くと考え

られる。514～516は ミニチュアの椀であ

る。これらの上器の胎土は精良なものが多

く、本遺跡で出土するものとは異なってい

た。これらの遺物から土墳61は弥生時代後

期末葉につくられたと考えられる。

1.灰褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)
2.黄褐色砂質土 (炭化物を含む)
3.黒褐色粘性砂質土 (土器・炭化物を含む)
4.黄褐色砂質土
5.黒褐色粘性砂質土と黄褐色砂質土のまざり土 (土器を多く含む)
6.黒褐色粘性砂質土 (土器を多く含む)

百 1434

0               10cm

第77図 土境61(1/30)・ 出土遺物① (1/4)
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第78図 上壊61出土遺物② (1/4)
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第2節 遺構・遺物
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0               10Cm

土壊61出土遺物③ (1/4)
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第 3章 発掘調査の概要

0              10cm

第80図 土壊61出土遺物④ (1/4)

土壊62(第 4・ 81図、図版12)

調査区の東部、北東斜面に所在し、竪穴住居 4に隣接する。平面形は、楕円形を、断面は袋状を呈して

いる。上墳の中では、大型の部類にはいり、最大径 1.75m、 最大底径2.4m、 中央での深さ0.5mを 測る。

出土遺物には、弥生土器の517～ 529がある。517は壼の口縁から顎部の破片で、日縁端部を内傾させな

がら立ち上げている。518・ 519は奏の口縁から胴部の破片で、日縁端部を内傾させながら立ち上げてい

る。520～ 5221ま奏あるいは鉢の底部と考えられる。521は底の中央に穿孔が認められる。523～ 525は鉢

の口縁から胴部にかけての破片で、5231ま口縁上端を平坦になるように仕上げている。526～ 5291よ高杯

496

５‐Ｏ
　
Ｍ
川
――
‐Ｉ
Ц
輪
〃
７
５‐３

―-76-―



で、526・ 527は杯部を反るように屈曲

させている。5281よスカシ子とが 4個認め

られるが、孔が貫通していない。5291ま

装飾高杯と考えられ段が認められる。こ

れらの遺物から土墳62は弥生時代後期末

葉につくられたと考えられる。

チ

エ

下
五 謬 518

＼＼＼、＼＼＼、__」とと竺竺でそうケテク
/ 522

く頭
F:::::=:::::|:::~:::;'テア

4:!7

528

第 2節 遺構・遺物

///‐
~‐
＼、
＼   

壊62

ヽ
＼

一

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

．

‐

‐

‐

、

‐

‐

‐

‐

‐

′

′

′

′

′

／

′

′

0         50cm

一

1.橙褐色粘性砂質土
2.灰褐色粘性砂質土
3.赤褐色粘性砂質土
4。 暗褐色粘性砂質土

(炭化物を含む)

(炭化物を含む)

(炭化物を含む)

灰褐色砂質土

灰褐色粘性砂質土

灰褐色砂質土

ぐ 525

５

　

６

　

７

上墳62(1/30)。 出土遺物 (1/4)

一-77-一
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0              10cm



1.灰褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)
2.橙褐色粘性砂質土

(地山ブロックを含む)

3.暗褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)

土境64          ,ィ

土壊63(第 4・ 82図 )

調査区の東部、北東斜面に所在する。平面形は、円形を、断面は方

形を呈している。土壊の中では、小型の部類にはいり、最大径0.9m、

最大底径1.lm、 中央での深さ0.5mを 測る。遺物が出上していないた

め時期が特定できないが、周囲の状況から弥生時代後期と推定される。

土壊64(第 4・ 82図 )

調査区の東部、北東斜面に所在し、竪穴住居 4に隣接する。平面形

は、楕円形を、断面は袋状を呈している。土娠の中では、大型の部類

にはいり、最大径1.95m、 最大底径2.2m、 中央での深さ1,05mを 測る。

底から土器がまとまって出土している。出土遺物には、弥生土器の

530～ 562、 土製品C13がある。530～ 537は壺で、いずれも口縁端部

を垂直に立ち上げている。5301よ大型で特殊壺の可能性もある。538

～545は奏の口縁から胴部の破片で、538～ 5451ま 口縁端部を内傾ある

いは垂直に立ち上げている。5461ま口縁端部をわずかにく字状に屈曲

させている。547は奏の底部と考えられる。548～ 5521よ鉢で、548～

550は口縁端部をほぼ垂直に立ち上げている。551・ 5521ま小型の鉢で、

口縁端部を上方向に引き上げて仕上げてい

る。553～ 5591よ高杯で、いずれも短脚で

スカシ孔が 4個認められる。553～555は

杯部を反るように屈曲させている。560・

__ 561は 脚付きの直口壷である。5621ま脚付

きの奏と考えられる。C131ま匙形土製品と

考えられる。柄の部分が欠けている。これ

らの遺物から土墳63は弥生時代後期末葉に

つくられたと考えられる。

土境65(第 4・ 85図、図版13)

調査区の東部、北東斜面に所在する。平

面形は、円形を、断面は台形を呈 している。

土墳の中では、中型の部類にはいり、最大

径 1.4m、 最大底径 1.4m、 中央での深 さ

0.45mを 測る。底から土器がまとまって出

土 している。出土遺物には、弥生土器の

1.黒褐色粘性砂質土
(土器・炭化物・地山ブロックを多く含む)

2.灰褐色砂質土
3.黒褐色粘性砂質土 (土器・戊化物を多く含む)
4.黒褐色粘質土
5.暗褐色粘性砂質土
6.黄褐色粘性砂質土
7.暗褐色粘性砂質土 (炭化物を多く含む)

＼激 滲
／

0            1m

/″
´ ~~

″ ｀

第82図  土境63・ 64(1/30)
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第 2節 遺構・遺物
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0              10cm
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土壊64出土遺物① (1/4)
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第 3章 発掘調査の概要

0              10cm

562

騨
m3

559

第84図 土壊64出上遺物② (1/2・ 1/4)

563～ 579、 石器 S6、 鉄器 M36がある。563～ 565は壺で、いずれも口縁端部を垂直に立ち上げている。

566～ 5731ま奏の口縁から胴部の破片で、566～ 571は 口縁端部をほぼ垂直に立ち上げている。572・ 573

は口縁端部をく字状に屈曲させている。5741よ鉢の口縁部で、上方向に引き上げて仕上げている。575・

576は高杯で、いずれも短脚では杯部を反るように屈曲させている。577は脚付きの直口重と考えられる。

578は脚付きの甕と考えられる。5791よ ミニチュアの直口壷である。S6は打製の石包丁で、両端を欠いて

いるが、快りをもつと考えられる。M36は柄の部分が久けているが鈍と考えられる。これらの遺物から

土壊65は弥生時代後期末葉につくられたと考えられる。

―-80-―
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1.灰褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)
2.暗褐色粘性砂質土 (炭化物を多く含む)
3.黒褐色粘性砂質土 (炭化物を多く含む)
4.橙褐色粘性砂質土

(地山ブロック・炭化物を含む)

572
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く
隠
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(1/2・ 1/4)
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0               10cm

土墳65(1/30)・ 出土遺物
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第 3章 発掘調査の概要

土境66

1

_～ /ふ v/
雄  2 場

― そ

1.暗褐色粘性砂質土
2.暗褐色粘性砂質土

畔 生 夕犠

土壊66(第 4・ 86図、図版14)

調査区の中央、丘陵頂上の平

坦面の南端に所在し、竪穴住居

11内につくられている。埋土の

検出状況から土壊を埋めたのち

竪穴住居11を建てたことが考え

られる。平面形は、楕円形を、

断面はやや内傾する方形を呈し

ている。土壊の中では、中型の

部類にはい り、最大径 1.lm、

最大底径 1.Om、 中央での深さ

0.35mを 測る。遺物が出土して

いないため時期が特定できない

が、周囲の状況から弥生時代後

期と推定される。

赤褐色粘性砂質土

暗褐色粘性砂質土

148.4m

(炭化物を含む)

(炭化物を含む)

土渡68

性 _す す 4判 加   
｀
ミ、

1.暗褐色粘性砂質土
2.暗褐色粘性砂質土 (地山ブロックを含む)

第86図  土境66・ 67・ 68(1/30)
。出土遺物 (1/2)

癖 主 勤
幾      

―

   一″蒻

I                       S7
0        3cm

土境67(第 4・ 86図、図版14)

調査区の中央、丘陵頂上の平坦面の南端に所在し、

竪穴住居11内につくられている。埋上の検出状況か

ら土壊を埋めたのち竪穴住居■を建てたことが考え

られる。平面形は、長方形を、断面は方形を呈している。土娠の中では、中型の部類にはいり、長径 1.4

m、 短径0.75m、 中央での深さ0.3mを測る。遺物が出土していないため時期が特定できないが、周囲の状

況から弥生時代後期と推定される。

土壊68(第 4・ 86図、図版14)

調査区の中央、丘陵頂上の平坦面の南端に所在し、竪穴住居11内につくられている。埋上の検出状況か

ら土羨を埋めたのち竪穴住居11を建てたことが考えられる。東半分は後世の道路によって削平されている。

―-82-―
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0         50cm
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第 2節 遺構・遺物

土壊70

148.5m

一

懺

＝

日
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／
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■
く
つ
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ク
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ヽ
ヽ

く
ヽ

ヾ

ヽ
ヽ

1.

2.

3.

灰褐色粘性砂質土

(炭化物・地山ブロックを含む)

暗褐色砂質土 (炭化物を含む)

赤褐色粘性砂質土

赤褐色粘性砂質土

暗褐色粘性砂質土

|＼ ＼

土娠71・ 72

平面形は、円形を、断面は方形を呈して

いる。土媛の中では、大型の部類にはい

り、最大径1.6m、 最大底径ユ.45m、 中央

での深さ0.6mを測る。出土遺物には、

砥石のS7がある。砥石のみの出土のた

め時期が特定できないが、周囲の状況か

ら弥生時代後期と推定される。

土境69(第 4・ 87図、図版14)

調査区の中央、丘陵頂上の平坦面の南

端に所在し、竪穴住居ll内につくられて

いる。坦上の検出状況から土損を埋めた

/~

0            1m

146.Om

1.暗褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)

を:登釜兵[城色伝を姦Liビ三3呈ζ   
＼釜巡土==ク化80   :i悪梱色韓厄患督笙

イ
{挺ん場を暮む)

4.赤褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)
れている。平面形は、円形を、断面は台  0とすすす___4彎m    5.暗褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)
形を呈している。土壊の中では、中型の               6.灰 褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)

部類にはいり、最大径1.45m、 最大底径  第87図 土渡69。 70・ 71・ 72(1/30)・ 出土遺物 (1/4)
1.5m、 中央での深さ0.3mを 測る。遺物

が出土していないため時期が特定できないが、周囲の状況から弥生時代後期と推定される。

土渡70(第 4・ 87図、図版14)

調査区の中央、丘陵頂上の平坦面の南端に所在し、竪穴住居■内につくられている。埋土の検出状況か

ら土墳を埋めたのち竪穴住居11を建てたことが考えられる。上部は竪穴住居によって削平されている。平

面形は、楕円形を、断面はレンズ状を呈している。土躾の中では、小型の部類にはいり、最大径 1.Om、

最大底径0.95m、 中央での深さ0.lmを測る。遺物が出上していないため時期が特定できないが、周囲の状

況から弥生時代後期と推定される。

―-83-―
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1.赤褐色粘性砂質土
2.暗褐色粘性砂質土
3.暗褐色粘性砂質土
4.橙褐色粘性砂質土

ヽ
― 一́
一~5~~   lm

147.3m

(炭化物を含む)

(炭化物を含む)

(地山ブロックを含む)

土墳71・ 72(第 4・ 87図、図版14)

調査区の中央、丘陵頂上の平坦面の南端

に所在し、竪穴住居■内につくられている。

埋土の検出状況から土壊を埋めたのち竪穴

住居■を建てたことが考えられる。土漿71

と土壊72は重複しており、土崚72が土壊71

を切るようにつくられている。平面形は、

ともに精円形を、断面は土壊71が袋状、土

媛72は台形を呈している。土媛71は小型の

部類にはいり、最大径0,75m、 最大底径

0.85m、 中央での深さ0.5mを測る。土壊72

は中型の部類にはいり、最大径 1.2m、 最

大底径 1.25m、 中央での深さ0,35mを測る。

出土遺物は弥生土器の奏の底部と考えられ

る580がある。出土遺物が奏の底部 1点の

みのため時期が特定できないが、周囲の状

況から弥生時代後期と推定される。

土墳73(第 4・ 88図、図版14)

調査区の中央、丘陵頂上の平坦面の南端

に所在し、竪穴住居11内につくられている。

埋上の検出状況から土墳を埋めたのち竪穴

住居■を建てたことが考えられる。上部は

竪穴住居によって削平されている。平面形

581 は、精円形を、断面は方形を呈している。
m  土壊の中では、大型の部類にはいり、最大

第38図 土壊73(1/30)。 出土遺物 (1/4)   径2.05m、 最大底径 1.95m、 中央での深さ

0.25mを測る。出土遺物には弥生土器の

581・ 582がある。581は鉢で、日縁端部を垂直に立ち上げている。582は高杯の脚部で、短脚でスカシ孔

が4個認められる。これらの遺物から土壊73は弥生時代後期末葉につくられたと考えられる。

上壊74(第 4・ 89図、図版14)

調査区の中央、丘陵頂上の平坦面の南端に所在し、竪穴住居11内につくられている。埋上の検出状況か

ら土媛を埋めたのち竪穴住居■を建てたことが考えられる。南半分は竪穴住居によって削平されており、

平面形は確認できないが楕円形が想定される。断面は台形が想定される。底の中央が 1段深くなっている。

大型の部類にはいり、最大径1,9m、 最大底径1.8m、 中央での深さ0.6mを測る。遺物が出土していないた

め時期が特定できないが、周囲の状況から弥生時代後期と推定される。

上渡75(第 4・ 89図、図版14)

調査区の中央、丘陵頂上の平坦面の南端に所在し、竪穴住居11内につくられている。埋上の検出状況か

ら土墳を埋めたのち竪穴住居ユ1を建てたことが考えられる。上部は竪穴住居によって削平されている。平
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面形は、円形を、断面は台形を呈している。

土墳の中では、大型の部類にはいり、最大径

1。9m、 最大底径2.Om、 中央での深さ0.35m

を測る。遺物が出土していないため時期が特

定できないが、周囲の状況から弥生時代後期

と推定される。

土壊76(第 4・ 90図、図版14)

調査区の中央、丘陵頂上の平坦面の南端に

所在し、竪穴住居ll内につくられている。埋

土の検出状況から土竣を埋めたのち竪穴住居

11を建てたことが考えられる。平面形は、楕

円形を、断面は方形を呈している。上崚の中

では、大型の部類にはいり、最大径 1.7m、

最大底径 1.7m、 中央での深さ0,8mを 測る。

出土遺物には弥生土器の583～ 585、 鉄器の

M37がある。583は壷の口縁から頸部にかけ

ての破片で、日縁端部を垂直に立ち上げてい

る。584・ 585は鉢の口縁から頸部の破片で、

日縁端部を垂直に立ち上げている。M37は

鏃身で柄の部分が欠けている。これらの遺物

から土城76は弥生時代後期末葉につくられた

と考えられる。

土境77(第 4。 90図、図版14)

調査区の中央、丘陵頂上の平坦面の南端に

所在し、竪穴住居11内につくられている。埋

上の検出状況から土墳を埋めたのち竪穴住居

11を建てたことが考えられる。平面形は、楕

円形を、断面は方形を呈している。土城の中

では、中型の部類にはいり、最大径 1,3m、

最大底径1.05m、 中央での深さ0.4mを 測る。

遺物が出上していないため時期が特定できな

いが、周囲の状況から弥生時代後期と推定さ

れる。

土壊78(第 4・ 90図 )

調査区の中央、丘陵頂上の平坦面に所在す

る。平面形は、円形を、断面は方形を呈して

いる。土媛の中では、中型の部類にはいり、

最大径1.15m、 最大底径1.2m、 中央での深さ

1.暗褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)
2.黄褐色砂質土

二 と ヤ _一

″
／
／
‐
＼
＼
＼

第 2節 遺構・遺物

土墳74

土壌75

―――― ＼

0            1m

1.暗褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)
2.灰褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)
3.橙褐色粘性砂質土

第89図  土渡 74・ 75(1/30)
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第3章 発掘調査の概要

土壊76     ´

II

ll
ヽ`
ヽ＼

t`＼

Ｎ
十

，

ｙ

／

　

／

1蜘

1.赤褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)
2.赤褐色砂質土 (炭化物を含む)
3.暗褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)

1.灰褐色粘性砂質土 (災化物を含む)
2.暗褐色粘性砂質土

0               10cm

0         50111遣
ミミニ三三二::=Iチ
″
/

1.赤褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)

0              10cm

583

0        3cm

―

第90図 土墳76・ 77・ 78

の

日

(1/30)・ 出土遺物
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(1/2・ 1/4)



0.3mを測る。出土遺物には、弥生土器586が

ある。586は器台の脚部で、端部を斜め上方

向に三角形になるように引き上げている。ス

カシ孔が認められるが貫通していない。この

遺物から土墳78は弥生時代後期後葉につくら

れたと考えられる。

上壊79(第 4。 91図 )

調査区の中央、丘陵頂上の平坦面に所在す

る。平面形は、円形を、断面は袋状を呈して

おり、北側は横穴状に掘られている。土壊の

中では、中型の部類にはいり、最大径 1.lm、

最大底径1,95m、 中央での深さ1,05mを測る。

出土遺物には、弥生土器587がある。587は

ミニチュアの高杯の脚部である。ミニチュア

土器のみの出土のため時期が特定できない

が、周囲の状況から弥生時代後期と推定され

る。

土境80・ 81(第 4・ 92図 )

調査区の中央、丘陵頂上の平坦面に所在す

る。平面形は、ともに円形で、断面は土壊71

が台形、土壊72は方形を呈している。土壊80

は中型の部類にはいり、最大径1.2m、 最大底

径1.4m、 中央での深さ0,75mを測る。土竣81

第 2節

′戸
｀
＼

＼
＼

~~＼、 /
0     ~

遺構・遺物

土渡79

ヽ

サ

l rn

148.7m

1.赤褐色粘性砂質土
2.橙褐色粘性砂質土 (戊化物を含む)

::景§:を与警Ξ
三

(炭化物を含む)     
湮【 587

6。 暗褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)   鱒 m

7.赤褐色砂質土

第91図 土境79(1/30)・ 出土遺物 (1/4)

は大型の部類にはいり、最大径2.3m、 最大底径 1.8m、 中央での深さ0.6mを測る。出土遺物には、弥生土

器の588～ 597がある。588・ 589イよ壼の口縁から胴部の破片で、いずれも口縁端部を内傾させながら立ち

上げている。590～ 5931ま奏の口縁から頸部の破片で、いずれも口縁端部をほぼ垂直に立ち上げている。

594は奏の底部と考えられる。595は小型の鉢ので、日縁端部を垂直に引き上げ、胴部に斜線文が施され

ている。596・ 597は高杯で、杯部を反るように屈曲させている。5971まスカシ孔が 4個認められる。こ

れらの遺物から土壊80・ 81は弥生時代後期末葉につくられたと考えられる。

上壊82(第 4・ 93図 )

調査区の中央、丘陵頂上の平坦面に所在する。平面形は、円形を、断面は方形を呈している。土娠の中

では、小型の部類にはいり、最大径0.8m、 最大底径0.6m、 中央での深さ0.65mを 波Iる 。遺物が出上して

いないため時期が特定できないが、周囲の状況から弥生時代後期と推定される。

上境83(第 4。 93図 )

調査区の中央、丘陵頂上の平坦面に所在する。平面形は、円形を、断面は方形を呈している。南側にテ

ラス状の平坦面がある。土娯の中では、大型の部類にはいり、最大径1.9m、 最大底径0。95m、 中央での深

さ0.55mを測る。遺物が出上していないため時期が特定できないが、周囲の状況から弥生時代後期と推定

される。

/~~~＼
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第 3章 発掘調査の概要

0            1m

1.灰褐色砂質土
2.赤褐色粘性砂質土
3.赤褐色粘性砂質土
4.橙褐色砂質土
5.暗褐色粘性砂質土
6.暗褐色粘性砂質土
7.赤褐色粘性砂質土

8.赤褐色粘性砂質土
9,赤褐色粘性砂質土
10.暗褐色粘性砂質土

11.橙褐色砂質土

12.暗褐色粘性砂質土

13.赤褐色粘性砂質上

14.橙褐色砂質土

(炭化物を含む)

(炭化物を含む)

(炭化物を多く含む)

(炭化物を多く含む)

(炭化物を含む)

(炭化物を多く含む)

(1/30)・ 出土遺物① (1/4)

一-88-一

0              10Cm

第92図  土弱驚80・ 81



う//う///

第2節 遺構・遺物

0              10cm

0         50cm

1.黄褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)
2.赤褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)
3.赤橙褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)
4.黄褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)

土壊84(第 4・ 94図 )

調査区の中央、丘陵頂上の平坦面に所在する。 1.赤褐色粘性砂質土 4.暗褐色砂質土

平面形は、円形 を、断面は方形 を呈 している。      (炭 化物を含む) 5。 暗褐色粘性砂質土

2.橙褐色粘性砂質土
土壊の中では、中型の部類にはい り、最大径1.1                 6.橙

褐色粘性砂質土

(地山ブロックを含む) 7.橙褐色砂質土

m、 最大底径 1.05m、 中央での深さ0.25mを測る。  3.暗褐色粘性砂質土

出土遺物 には、弥生土器の598・ 599がある。     (炭
化物を多く含む)

598・ 599は奏の口縁から頸部の破片で、いずれ  第93図 土墳80・ 81出土遺物② (1/4)

も口縁端部をやや反 らせながら立ち上げている。              
・土境82・ 83(1/30)

これらの遺物から土城84は弥生時代後期末葉につ くられたと考えられる。

上壊85(第 4。 94図 、図版 13)

調査区の中央、丘陵頂上の平坦面に所在する。平面形は、円形を、断面は袋状を呈 している。土壊の中

では、中型の部類にはい り、最大径ユ.2m、 最大底径 1,75m、 中央での深さ1.2mを測る。出土遺物には、

弥生土器の600～ 606、 青銅器の M38がある。6001よ壷で、外面のほぼ全面に平行なタタキロが残 り、底

部が突出している。601・ 6021よ 奏で、601は 600と 同様に平行タタキロが残っている。602は小型の奏で、

口縁をく字状に屈曲させている。603～606は高杯で、603は杯部をややそらせなが ら屈曲させている。

脚部はいずれも短脚で、スカシ孔が認められる。M38は鏃である。これらの遺物から土壊85は弥生時代

後期末葉につくられたと考えられる。

＼ψ
594

／
ヤ
ポ
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第 3章 発掘調査の概要

暗褐色粘性砂質土

(炭化物・地山ブロックを含む)

灰褐色粘性砂質土

土壊85

＼
＼

0                        1 rn

1.赤褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)
2.赤橙褐色砂質土
3.橙褐色粘性砂質土
4.赤褐色粘性砂質土
5.赤橙色砂質土
6.暗褐色粘性砂質土

／

／

′

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

ヽ

＼

＼

一

詔 598

7.赤褐色砂質土
8.橙褐色砂質土
9.暗褐色粘性砂質土
10。 赤褐色粘質土 (焼土を含む)

11.暗褐色粘性砂質土

(炭化物を含む)

606

602
0               10cm

第94図  土墳84・ 85(1/30)・ 出土遺物 (1/2・ 1/4)

土墳86(第 4・ 95図、図版13)

調査区の中央、丘陵頂上の平坦面に所在する。平面形は、円形を、断面は方形を呈している。土娯の中

では、中型の部類にはいり、最大径 1.2m、 最大底径1.lm、 中央での深さ0.85mを 測る。底を中心に大量

の土器が出土し、その上器の内外より炭化米が出土している。出土遺物には、弥生土器の607～ 620、 鉄

器の M39がある。607～ 612は大型の壼で、いずれも口縁端部をやや反るように立ち上げている。613～

イ巧 605
ｍ０ ３Ｃ

一

:1導
∃
=|:喜
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618は奏で、613～615は口縁端部をやや内傾させて立ち上

げている。616～ 6181ま 口縁をく字状に屈曲させている。

619は奏または壷の底部である。6201よ高杯の杯部で内傾さ

せながら屈曲させている。 M39イよ鎌である。端部をU字 に

折り返しているため摘鎌の可能性がある。これらの遺物から

土鍍86は弥生時代後期末葉につくられたと考えられる。

土境87(第 4。 97図、図版14)

調査区の中央、丘陵頂上の平坦面に所在する。平面形は、

円形を、断面は方形を呈している。南側から西側にテラス状

の平坦面がある。土壊の中では、大型の部類にはいり、最大

径1.7m、 最大底径 1.5m、 中央での深さ0,7mを測る。出土遺

物には、弥生土器の621～623がある。621は壷で、口縁端

部を垂直立ち上げている。622・ 623は奏で、口縁端部をほ

ぼ垂直に立ち上げている。6231よ高台をもつ。621は623の

中に入れ子の状態で出上した。これらの遺物から土媛871よ弥

生時代後期末葉につくられたと考えられる。

0         50cm

第2節 遺構・遺物

土壊86

-z

148.6m

1.暗褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)
2.赤褐色粘性砂質土 (災化物を含む)
3.暗褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)

ｎ

＝

―
―
――

―

―

―

―

ハ
ー

鰍

Ⅷ

ざ

ぶ
テ
‐
‐
‐
十
１

‐‐‐

0               10cm

第95図 土渡86(1/30)・ 出土遺物① (1/4)
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第 3章 発掘調査の概要
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0               10cm

第96図 土渡86出土遺物② (1/4)
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第 2節 遺構・遺物

ヾ

,7

土境86出土遺物③ (1/2・ 1/4)。

上壊87(1/30)・ 出上遺物

1.暗褐色粘性砂質土
2.暗褐色粘性砂質土
3.赤褐色粘性砂質土
4.黒褐色粘性砂質土

|

ミ
0        3cm

―

(炭化物を含む)

(地山ブロックを含む)

(炭化物を含む)

(炭化物を含む)(1/4)

-93-
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第3章 発掘調査の概要

土壊88

1.暗褐色粘性砂質土
2.赤褐色粘性砂質土
3.灰褐色粘性砂質土
4.暗褐色粘性砂質土

/
ィ
/´

ヽ __ノ

＼ ｀

―
_ノ
/

(炭化物を含む)

(炭化物を含む)

(炭化物を含む)

土境88(第 4・ 98図 )

調査区の中央、丘陵頂上の平坦面に所在す

る。平面形は、楕円形を、断面は袋状を呈し

ている。南側にテラス状の平坦面がある。土

十一  墳の中では、大型の部類にはいり、最大径

2,Om、 最大底径 1.55m、 中央での深さ0.6m

を測る。遺物が出土していないため時期が特

定できないが、周囲の状況から弥生時代後期

と推定される。
148.7m~~ 
土境89(第 4・ 98図 )

調査区の中央、丘陵頂上の平坦面に所在す

る。平面形は、楕円形を、断面は袋状を呈し

ている。土墳の中では、大型の部類にはいり、

最大径2.05m、 最大底径2.45m、 中央での深

さ0。7mを測る。出土遺物には、弥生土器の

624～ 626がある。624・ 625は大型の奏また

は鉢の底部の破片である。626は鉢で、口縁

端部を垂直に立ち上げている。これらの遺物

から土壊89は弥生時代後期末葉につくられた

と考えられる。

0            1m

1485m

＼ ＼

井 _´/

1.

2.

3.

4.

5。

6.

灰褐色粘性砂質土

灰褐色粘性砂質土

暗褐色粘性砂質土

赤褐色粘性砂質土

赤褐色粘性砂質土

灰褐色粘性砂質土

0              10cm

(炭化物・地山ブロックを含む;

(地山ブロックを含む)

(え化物・地山ブロックを含む〕

(地山ブロックを含む)

(地山ブロックを多く含む)

(地山ブロックを含む)

第98図 土壊88・ 89(1/30)・ 出土遺物 (1/4)
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第2節 遺構・遺物

土境90・ 92(第 4・ 99図 )

調査区の中央、丘陵頂上の平坦面の南端に所在する。土媛90と 土壊92は重複しており、土娠90が土媛92

を切るようにつくられている。ともに、平面形は楕円形、断面は台形を呈している。ともに大型の部類に

はいり、土壊90は最大径1.8m、 最大底径1.6m、 中央での深さ0.3mを測る。上壊921よ、最大径2.15m、 最

大底径2.25m、 中央での深さ0,9mを測る。出土遺物には、弥生土器の627～ 639がある。627～635はいず

れも奏で、口縁端部をやや内傾させながら立ち上げている。636は鉢で、口縁端部を垂直に立ち上げてい

る。637は高杯で、杯部を反るように屈曲させている。6381よ脚付椀で、6391よ小型の器台と考えられる。

これらの遺物から土墳90。 92は弥生時代後期末葉につくられたと考えられる。

土渡 90。 92

148.3m

1.灰褐色粘性砂質土
2.灰褐色粘性砂質土
3.暗褐色粘性砂質土
4.橙褐色粘性砂質土
5。 灰褐色粘性砂質土

(炭化物を含む)

(炭化物を含む)

(炭化物を含む)

(炭化物を含む)

11.青灰色砂質土

12.暗褐色粘性砂質土

13。 橙褐色粘性砂質土

14.暗褐色粘性砂質土

15。 暗褐色粘性砂質土

(炭化物を含む)

(炭化物を含む)

(炭化物を含む)

6.橙褐色砂質土
7.赤褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)
8.赤褐色粘性砂質土
9。 暗褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)

10.赤褐色粘質土 (炭化物を含む)

/                        29

630

土壌90・ 92(1/30)・ 出土遺物① (1/4)

628

第99図

さ
＼ 、
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第 3章 発掘調査の概要
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0               10Cm

第100図 土境90・ 92出土遺物② (1/4)
・土壊91(1/30)・ 出土遺物 (1/4)

1.暗褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)

土娠91(第 4。 100図 )

調査区の中央、丘陵頂上の平坦面に南端に所在

する。東半分は土竣92に よって削平されている。

平面形は、円形を、断面は台形を呈している。土

媛の中では、大型の部類にはいり、最大径1.55m、

最大底径 1.8m、 中央での深さ0.5mを 測る。出土

遺物には、弥生土器の640がある。6401ま脚付き

の直口壺と考えられる。これらの遺物から土墳91

は弥生時代後期末葉につくられたと考えられる。

上娠93(第 4。 101図 )

調査区の中央、丘陵頂上の平坦面に南端に所在

する。平面形は、円形を、断面は方形を呈してい

る。土墳の中では、大型の部類にはいり、最大径

1.95m、 最大底径1.95m、 中央での深さ0,3mを測

る。出土遺物には、弥生土器の641～ 645がある。

641・ 642は奏で、口縁端部をやや内傾させなが

ら立ち上げている。643は甕の底部と考えられる。

644・ 645は高杯で、644は杯部を反るように仕上

げている。6451ま杯部の端部を上方向に垂直に屈

曲させている。これらの遺物から土墳93は弥生時

代後期後葉につくられたと考えられる。

上娠94(第 4・ 101図 )

調査区の中央、丘陵頂上の平坦面に南端に所在

する。平面形は、円形を、断面は方形を呈してい

る。土娠の中では、中型の部類にはいり、最大径 1.25m、 最大底径 1.25m、 中央での深さ0.lmを測り、比

較的浅い。遺物が出土していないため時期が特定できないが、周囲の状況から弥生時代後期と推定される。

上渡95(第 4・ 101図 )

調査区の中央、南斜面に所在する。平面形は、円形を、断面は袋状を呈している。土壊の中では、大型

の部類にはいり、最大径 1.7m、 最大底径2.Om、 中央での深さ0.55mを 測る。出土遺物には、弥生土器の

646、 土製品のC14がある。6461ま直口壼の口縁で、半円状の縄目の痕跡を残す。C14は匙形土製品で全

面に赤色顔料が施されている。これらの遺物から土墳95は弥生時代後期末葉につくられたと考えられる。

―-96-―



~ 643

45

0              10Cm

1.赤褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)
2.暗褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)
3.赤褐色粘性砂質土

(地山ブロックを多く含む)

4.暗褐色粘性砂質土
(炭化物・地山ブロックを含む)

5,灰褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)

0               10cm

モ
■

　

２

　

つ
υ

暗褐色粘性砂質土

暗褐色粘性砂質土

暗褐色粘性砂質土

(炭化物を含む)

(炭化物・地山ブロックを含む)

(炭化物を含む)

_́_/― ＼       上壊95

＼

147.3m

一

ヽ
キ

ー

′ノ

1.橙褐色粘性砂質土
2.暗褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)

・出土遺物① (1/4)第101図 土壊93・ 94・ 95(1/30)

一-97-―
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第 3章 発掘調査の概要

0                5cm

土渡96(第 4・ 102図、図版15)

調査区の中央、南斜面に所在する。平面形は、円

形を、断面は方形を呈している。土壊の中では、大

型の部類にはいり、最大径 1.55m、 最大底径 1.5m、

中央での深さ0.45mを測る。出土遺物には、弥生土

器の647～ 657がある。647は重で、口縁端部を三

角形になるよう上下に拡張している。頸部外面に沈

線を施している。648～651は 奏の口縁から頸部に

かけての破片で、いずれも口縁端部を三角形になる

よう上下に拡張している。652・ 6531ま奏と考えら

れる底部の破片である。6541よ鉢で口縁端部をく字

状に屈曲させている。655～ 6561ま 高杯の杯部で、

内傾するように屈曲させ、端部を平坦になるよう仕

上げている。これらの遺物から土娠96は弥生時代後

期前葉につくられたと考えられる。

1.暗褐色粘性砂質土
2.黒褐色粘性砂質土
3.赤褐色粘性砂質土
4.暗褐色粘性砂質土
5,暗褐色粘性砂質土
6.赤褐色粘性砂質土

(災化物を含む)

(炭化物を含む)

(炭化物を含む)

＼`ヽ
(_……_!三

=三
三とイ

`!2                                             5

＼`ヽ____L===:ァな53

S6

m  m“   57

第102図 土壊95出土遺物② (1/2)。 上壊96(1/30)・ 出土遺物 (1/4)
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土境97(第 4。 103図 )

調査区の中央、丘陵頂上の平坦面に南端に

所在する。平面形は、円形を、断面は方形を

呈している。土媛の中では、中型の部類には

いり、最大径1.5m、 最大底径 1,3m、 中央で

の深さ0.05mを 測 り、非常に浅い土竣である。

出土遺物には、弥生土器の655がある。655

はミニチュアの手捏ねの椀で

ある。出土遺物がこの 1点の

みのため時期が特定できない

が、周囲の状況から弥生時代

後期と推定される。

上境98(第 4・ 103図 )

調査区の中央、南斜面に所在する。平

面形は、楕円形を、断面はレンズ状を呈

している。比較的浅く、斜面の谷側では

平坦になっている。土壊の中では、中型

の部類にはいり、最大径 1.2m、 最大底

径1.lm、 中央での深さ0,lmを 測る。遺

物が出土していないため時期が特定でき

ないが、周囲の状況から弥生時代後期と

推定される。

上娠99(第 4・ 103図 )

調査区の中央、南斜面に所在する。平

面形は、楕円形を、断面は方形を呈して

いる。土壊の中では、大型の部類にはい

り、最大径1.7m、 最大底径1.65m、 中央

での深さ0.2mを測 り、比較的浅い。出

土遺物には、弥生土器の656～ 660、 土

製品のC15がある。656は壷で、口縁端

部を垂直に立ち上げている。657～ 659

は奏で、657・ 658は、口縁端部を垂直

に立ち上げ、6591ま口縁をく字状に屈曲

させている。660は奏の底部と考えられ

る。C15は匙形土製品で柄の部部が欠け

ている。これらの遺物から土墳99は弥生

時代後期末葉につ くられたと考えられ

る。

第 2節 遺構・遺物

1.暗褐色粘性砂質土 2.赤褐色粘性砂質土

土壊99

M55

0    5cm

―

1.暗褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)

第103図 土境97・ 98・ 99(1/30)・

―-99-一

グ.赤褐色粘性砂質土

出土遺物 (1/4)

1.赤褐色粘性砂質土



第 3章 発掘調査の概要

土壊100(第 4・ 104図 )

調査区の中央、南斜面に所在する。平面形

は、円形を、断面は方形を呈している。土媛

の中では、大型の部類にはいり、最大径 1.8

m、 最大底径 1.7m、 中央での深さ0.3mを 測

る。出土遺物には、弥生土器の661～ 667、

鉄器のM40、 土製品の C16がある。661～

665は奏で、口縁端部を三角形になるよう拡

張している。666は甕の底部と考えられる。

667は高杯の脚部で、端部を三角形になるよ

う上下に拡張している。M401ま聾状の工具

と考えられる。C16イま土玉で中央に穿子との痕

跡が残る。これらの遺物から土壊1001よ弥生

時代後期前葉につくられたと考えられる。

土壊101(第 4・ 105図 )

調査区の中央、南斜面に所在する。平面形

は、円形を、断面は方形を呈している。比較

的浅く、斜面の谷側では平坦になっている。

土娠の中では、中型の部類にはいり、最大径

1,4m、 最大底径 1.3m、 中央での深さ0.15m

を測る。遺物が出上していないため時期が特

定できないが、周囲の状況から弥生時代後期

と推定される。

0        3cm

土壌100

1.暗褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)
2.灰褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)
3.暗褐色粘性砂質土 (地山ブロックを多く含む)

第104図 土墳99出土遺物 (1/2・ 1/4)
・」L朔野100 (1ノ /30)

0               10cm

一-100-一



第 2節 遺構・遺物
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0               10cm

土壌101

灰褐色粘性砂質土 (λ化物を含む)

赤褐色粘性砂質土 (災化物を含む)

土渡102(第 4。 105図 )

調査区の中央、南斜面に所在する。平面形は、楕円

形を、断面は方形を呈している。南側にテラス状の平

坦面がある。上壊の中では、大型の部類にはいり、最

大径 1.7m、 最大底径 1.45m、 中央での深さ0.65mを測

る。遺物が出土していないため時期が特定できないが、

周囲の状況から弥生時代後期と推定される。

上墳103(第 4・ 106図、図版15)

調査区の中央、南西斜面に所在する。平面形は、円

形を、断面は方形を呈している。底の中央に柱穴状の

遺構が認められた。土竣の中では、小型の部類で、最

大径0,95m、 最大底径0.8m、 中央での深さ0.5mを 測

る。遺物が出土していないため時期が特定できないが、

周囲の状況から弥生時代後期と推定される。

第105図 土壌100出土遺物 (1/2・ 1/4)
・土壊 101 ・ 102 (1夕 /30)

1.暗褐色粘性砂質土
2.黄褐色粘性砂質土
3.暗褐色粘性砂質土
4.黄褐色粘性砂質土
5,黄褐色粘性砂質土
6.赤褐色粘性砂質土
7.黄褐色粘質土
8.赤褐色粘性砂質土

(炭化物を含む)

(炭化物を含む)

(地山ブロックを含む)

(地山ブロックを含む)

―-101-―



第 3章 発掘調査の概要

上境103

1.黄褐色粘性砂質土
2.赤褐色粘性砂質土
3.黄褐色粘性砂質土

４

　

５

赤褐色粘性砂質土

黄褐色粘性砂質土

土壊104

1.赤褐色粘性砂質土
2.黄褐色粘性砂質土
3.赤褐色粘性砂質土と黄褐色粘性砂質土のまざり土
4.黄褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)
5,赤褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)
6.灰褐色粘性砂質土

土境106

1

1,赤褐色粘性砂質土

147.3m

1.黄褐色粘性砂質土 (災化物を含む)
2.赤褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)
3.赤褐色粘性砂質土

灰褐色粘性砂質土

黄褐色粘性砂質土

第106図  土境103～ 106 (1ノ /30)

土境104(第 4。 106図 )

調査区の中央、南西斜面に所在する。平面形は、円形を、断面はやや底が狭くなるが方形を呈している。

土墳の中では、中型の部類にはいり、最大径1.lm、 最大底径0,7m、 中央での深さ0.8mを測る。遺物が出

上していないため時期が特定できないが、周囲の状況から弥生時代後期と推定される。

土境105(第 4。 106図 )

調査区の西側、西斜面に所在する。平面形は、円形を、断面は方形を呈している。土媛の中では、小型

一―梓▼
堡＼ Z

―-102-一



の部類にはいり、最大径0,95m、 最大底径0.8m、 中央での深さ

0.85mを測る。遺物が出土していないため時期が特定できないが、

周囲の状況から弥生時代後期と推定される。

土墳106(第 4。 106図 )

調査区の西側、西斜面に所在する。平面形は、円形を、断面は

レンズ状を呈している。土媛の中では、中型の部類にはいり、最

大径 1.3m、 最大底径1.25m、 中央での深さ0,lmを 測 り、非常に

浅い。遺物が出土していないため時期が特定できないが、周囲の

状況から弥生時代後期と推定される。

土墳107(第 4・ 107図 )

調査区の西端、西斜面に所在し、竪穴住居13に隣接する。竪穴

住居の埋上の検出状況から土壊を埋めて竪穴住居をつくったこと

が考えられる。平面形は、楕円形を、断面は方形を呈している。

底の中央に柱穴状の遺構が残っている。土墳の中では、中型の部

類にはいり、最大径 1.25m、 最大底径1.2m、 中央での深さ0.7m

を測る。出土遺物には、弥生土器の668～ 673がある。668～ 670

は奏で、口縁端部を三角形になるよう拡張している。671・ 672

は甕または壷の底部と考えられる。673は高杯の杯部で、口縁を

段をもちながら垂直に立ち上げている。これらの遺物から土壊

107は弥生時代後期後葉につくられたと考えられる。

1.暗褐色粘性砂質土
2.黄褐色粘性砂質土
3.黒褐色粘性砂質土
4.暗褐色粘性砂質土
5.黄褐色粘性砂質土
6.暗褐色粘性砂質土

第 2節 遺構・遺物

上境107

(炭化物を含む)

(炭化物を含む)

0          10cm                              668

第107図 土墳107(1/30)・ 出土遺物 (1/4)

土墳108(第 4・ 108図 )

調査区の西側、南西斜面に所在する。平面形は、楕円形を、断面は方形を呈している。南側にテラス状

の平坦面がある。土娠の中では、小型の部類にはいり、最大径0。95m、 最大底径0.75m、 中央での深さ0,3

mを測る。遺物が出上していないため時期が特定できないが、周囲の状況から弥生時代後期と推定される。

土境109(第 4・ 108図 )

調査区の西側、南西斜面に所在し、竪穴住居14に隣接する。平面形は、円形を、断面は袋状を呈してい

る。土媛の中では、大型の部類にはいり、最大径2.Om、 最大底径1.55m、 中央での深さ0.6mを 測る。出

土遺物には、弥生土器の674がある。674は奏で、口縁端部を内傾させながら立ち上げている。この遺物

から土媛109は弥生時代後期後葉につくられたと考えられる。

＼
＼
(十~~-1==正三豆″そ71
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第 3章 発掘調査の概要

土壊108

1.黄褐色粘性砂質土
2.灰褐色粘性砂質土

1.赤褐色粘性砂質土
2.赤橙色砂質土
3.赤褐色粘性砂質土
(地山ブロックを含む)

4.赤橙色砂質土
5,赤褐色粘性砂質土
(地山ブロックを含む)

6。 赤橙色砂質土

7.赤褐色粘性砂質土

第108図  土境 108・ 109

674

0              10cm

土渡110(第 4・ 109図 )

調査区の西側、南西斜面に所在し、竪穴住居14内 につくられている。

竪穴住居の埋上の検出状況から土壊を埋めて竪穴住居を建てたと考えら

れる。平面形は、楕円形を、断面は袋状を呈している。底の北側にテラ

ス状の平坦面をもっている。土壊の中では、中型の部類にはいり、最大

径 1.5m、 最大底径 1.7m、 中央での深さ0.65mを測る。出土遺物には、

弥生土器の675～ 679がある。675・ 6761よ奏で、675は 口縁端部を三角

形になるよう拡張している。6761ま口縁端部をやや内傾させながら立ち

上げている。677は甕と考えられる底部の破片である。679イま高杯の杯

部で、口縁を段をもって立ち上げている。これらの遺物から土壊1101よ

弥生時代後期後葉につくられたと考えられる。

土娠111(第 4。 109図 )

調査区の西側、南西斜面に所在し、竪穴住居14

内につくられている。竪穴住居の埋上の検出状況

から土壊を埋めて竪穴住居を建てたと考えられ

る。平面形は、不整形な楕円形を、断面は袋状を

呈している。底の南側にテラス状の平坦面をもっ

ている。土墳の中では、中型の部類にはいり、最

大径 1.5m、 最大底径 1.6m、 中央での深さ0.55m

を測る。出土遺物には、弥生土器の680・ 681が

ある。ともに奏で、680は 口縁端部を垂直に立ち

上げている。これらの遺物から土墳 1111ま 弥生時

(1/30)・ 出土遺物 (1/4)

代後期末葉につくられたと考えられる。

土壊112(第 4・ ■0図 )

調査区の西側、南西斜面に所在し、竪穴住居14

内につくられている。竪穴住居の埋土の検出状況

から土墳を埋めて竪穴住居を建てたと考えられ

る。平面形は、長方形を、断面は方形を呈してい

る。上壊の中では、中型の部類にはいり、長径

■2m、 短径0.8m、 中央での深さ0.5mを測る。出

土遺物には、弥生土器の682～686がある。6821ま

壷で、口縁端部を三角形になるよう拡張しており、

頚部には斜め方向の刺突文が施されている。683

～6851ま奏で、口縁端部を三角形になるよう拡張

している。6861ま高杯の脚部で、端部を三角形に

なるように上下に拡張し、その外面に沈線を施し

ている。また、脚部の裾にも縦方向の沈線を施し

147.5m

ている。これらの遺物から土娠1121よ弥生時代後期前葉につくられたと考えられる。
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土壊110

/

-/

土壊111

l rn

147.lm

黄褐色粘性砂質土

黄褐色粘性砂質土

赤褐色粘性砂質土

黄褐色粘質土

暗褐色粘性砂質土

黄褐色粘性砂質土

暗褐色粘性砂質土

灰褐色粘性砂質土

赤褐色粘質土

1.赤褐色粘性砂質土
2.赤褐色粘性砂質土

(炭化物を含む)

3.赤褐色粘性砂質土
(地山ブロックを含む)

4.赤褐色粘性砂質土
(地山ブロックを含む)

5.暗褐色粘性砂質土

第 2節 遺構・遺物

/~679  ♀~ドイ_司 ドィJ理学m

(炭化物を含む)

(炭化物を含む)

(炭化物を含む)

(炭化物を含む)

(炭化物を含む)

(炭化物を含む)

(炭化物を含む)

0              10cm

147.Om

第109図 土壊110・ 111(1/30)・ 出土遺物 (1/4)

土療113(第 4・ 110図 )

調査区の西側、南西斜面に所在する。平面形は、円形を、断面は底がやや狭くなるが方形を呈している。

土媛の中では、小型の部類にはいり、最大径0。9m、 最大底径0.75m、 中央での深さ0.55mを測る。遺物が

出土していないため時期が特定できないが、周囲の状況から弥生時代後期と推定される。

上壊114(第 4・ 110図 )

調査区の西側、南西斜面に所在し、段状遺構 2内につくられている。段状遺構の埋上の検出状況から土

6.赤褐色粘性砂質土
7.赤褐色粘性砂質土
8.暗褐色粘性砂質土

(炭化物・地山ブロックを含む)

9.暗褐色粘性砂質土
(炭化物 。地山ブロックを多く含む)

10。 赤橙色粘性砂質土

P//

0

―一万 笏
銑

―-10狩
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第 3章 発掘調査の概要

1.黄褐色粘性砂質土
(炭化物を含む)

2.灰褐色粘性砂質土

土渡113

黄褐色粘性砂質土

黄褐色粘質土

赤褐色粘性砂質土

4.

１

２

３

1

1.黄褐色粘性砂質土 (地山ブロックを含む)

出土遺物 (1/4)

媛を埋めて段状遺構 2をつくったと考えられる。平面形は、円形を、断面は台形を呈している。土媛の中

では、中型の部類にはいり、最大径1,35m、 最大底径1.45m、 中央での深さ0.2mを測る。遺物が出土して

いないため時期が特定できないが、周囲の状況から弥生時代後期と推定される。

土壊115(第 4・ 111図 )

調査区の西側、南西斜面に所在し、段状遺構 2内につくられている。段状遺構の埋上の検出状況から土

墳を埋めて段状遺構 2がつくられたと考えられる。平面形は、円形を、断面は袋状を呈している。土躾の

中では、中型の部類にはいり、最大径1.4m、 最大底径 1.6m、 中央での深さ0.9mを測る。出土遺物には、

弥生土器の687～ 694がある。687～ 691は養で、口縁端部を三角形になるよう拡張している。6921よ奏の

底部と考えられる。693は鉢で、口縁端部を厚くし、やや内傾させながら立ち上げている。6941ま脚付の

奏と考えられる。これらの遺物から土壊115は弥生時代後期前葉につくられたと考えられる。

/

0               10cm

暗褐色粘性砂質土

(炭化物を含む)

赤褐色粘質土

4.黄褐色粘性砂質土
5。 赤褐色粘性砂質土

6.黄褐色粘性砂質土

第110図 土壊 112～114(1/30)・

｀
｀
ヽ
― __ィ

/
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0               10cm

第111図 土壊115・ 116(1/30)
・出土遺物 (1/4)

土境116(第 4・ 111図 )

調査区の西側、南西斜面に所在し、段状遺構 2内につくられて

いる。段状遺構の埋上の検出状況から土壊を埋めて段状遺構 2が

つくられたと考えられる。平面形は、楕円形を、断面は袋状を呈

している。土暖の中では、大型の部類にはいり、最大径 1.6m、

最大底径 1.5m、 中央での深さ0.8mを 測る。出土遺物には、弥生

土器の695～ 708、 石器のS8がある。695～ 6971ま壺で、口縁端

部を三角形になるよう拡張しており、695・ 696イよ頭部に沈線を

施している。6951ま口縁外面に沈線を施し、その間に竹管文を施

している。698～704は奏で、口縁端部を三角形になるよう拡張

している。7041ま頸部と肩部のところに刺突文を施している。

705～707は奏の底部と考えられる。708は器台の脚部で、スカ

シ孔が 2列認められる。S8は鏃である。これらの遺物から土鍍

116は弥生時代後期前葉につくられたと考えられる。

｀
｀
｀ ヽ     //

0            1m

第 2節 遺構 。遺物

/′
~́~｀
＼     

土獅 15

5.暗褐色砂質土
6.赤褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)
7.赤褐色砂質土
8.灰褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)
9.赤褐色粘質土
10。 赤褐色粘質土

(炭化物を含む)

(炭化物を含む)

上壊116

呵46.6m

0                       1,

1.赤褐色砂質土
2.暗褐色粘性砂質土
3.黒褐色粘性砂質土
4.赤橙色砂質土
5.暗褐色粘性砂質土

(炭化物を含む)

(炭化物を含む)

(炭化物を多く含む)

6.赤橙色砂質土
7.赤橙色砂質土
8.赤褐色粘性砂質土
9.赤褐色粘性砂質土
10。 赤橙色砂質土

1.赤褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)
2.赤褐色粘性砂質土

(災化物・地山ブロックを含む)

3.赤褐色砂質土 (地山ブロックを含む)
4.暗褐色粘性砂質土 (炭化物を含む)
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第 3章 発掘調査の概要

699

第112図 上渡116出土遺物 (1/4)

進曇号畳三≡霊≡垂昌巨巨昌霊F三三:J二三三二:三二!:七〇

701

誼 07

―

h―

‐t― b

S8
0    2cm

―

0              10cm
i

土渡117(第 4。 113図、図版15)

調査区の西側、南西端に所在する。平面形は、

円形を、断面は方形を呈している。土娠の中では、

大型の部類にはいり、最大径1,7m、 最大底径1.7

m、 中央での深さ0.55mを 測る。出土遺物には、

弥生土器の709～715がある。709・ 7101よ奏で、

口縁端部を三角形になるよう拡張している。711

～713は奏の底部と考えられる。7141ま高杯で、杯部を屈曲させ、やや反るように立ち上げ、その端部を

平らに仕上げ、その上面に沈線を施している。715は脚付の大型の鉢と考えられる。端部を三角形になる

よう上下に拡張している。これらの遺物から土羨117は弥生時代後期前葉につくられたと考えられる。

上渡118(第 4・ 113図 )

調査区の西側、南西端に所在する。平面形は、精円形を、断面は台形を呈している。土壊の中では、大

型の部類にはいり、最大径1.8m、 最大底径1.8m、 中央での深さ0。6mを測る。遺物が出土していないため

時期が特定できないが、周囲の状況から弥生時代後期と推定される。
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1.赤褐色粘性砂質土
2.灰褐色粘性砂質土
3.赤褐色粘性砂質土
4.赤褐色粘性砂質土
5.赤褐色粘性砂質土
6.黄褐色粘性砂質土

(炭化物を含む)

(地山ブロックを含む)

(地山プロックを含む)

(地山ブロックを含む)

赤褐色粘性砂質土

黄褐色粘性砂質土

黄褐色粘質土

赤褐色粘性砂質土

黄褐色粘性砂質土

４

　

５

１

　

２

　

３

;FF≡

三三二≡三三
]:こ

ここここここそ(1709
714

0              10cm

第113図 土壊117・ 118(1/30)・ 出土遺物 (1/4)

4.溝

溝 1(第 4・ 114図 )

調査区の南東部、南東斜面に所在する。竪穴住居 2か ら土竣34ま で、等高線に直行して、ほぼ直線状に

流走する。竪穴住居から出ているため住居の排水溝の可能性もある。規模は総延長14m、 幅0。4～ 0.6m、

深さ0。2mを測る。遺物は出上していないが、竪穴住居 2か ら派生していることを考えると弥生時代後期

末葉と考えられる。

″

傑
”
Ⅷ
�コ ７‐
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第3章 発掘調査の概要

溝 2(第 4・ 114図 )

調査区の西側、西斜面に所在する。丘陵頂上部より竪穴住居14へ向かって、等高線に直行するように流

走する。規模は総延長 18m、 幅0.8～ 1.Om、 深さ0.2mを測る。遺物は出上 していないが、周囲の遺構の状

況から弥生時代後期 と考えられる。

溝 1             溝 2

第判4図 溝 1・ 2(1/80)

▲        B149.Om

Z＼
屯
か#――

0  1 2p
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第 2節 遺構・遺物

5.不明遺構

不明遺構 1(第 4・ 115図 )

調査区の南西端、南西斜面に所在する。一部が

調査区外にあるため遺構の様子が判然としない

が、平面形が精円形を呈する。長径3.lm、 短径

1.8mを 測る。出土状況から複数の上媛が重複し

た遺構の可能性がある。遺物は出土していないが、

周囲の遺構の状況から弥生時代後期と考えられ

る。

6.遺構に伴わない遺物

表土中及び遺構検出中に、土器及び鉄器が出土

している。716～ 718は壷で、716・ 7171ま口縁端

部を三角形になるよう拡張している。7181ま口縁

端部を垂直に立ち上げている。719～ 7231よ 奏で、

いずれも口縁端部をほぼ垂直に立ち上げている。

724・ 725は奏の底部の破片と考えられる。726～

731は高杯で、726は杯部をややそるように屈曲

させ、上端部を平らに仕上げている。727は杯部

を段をもって垂直に立ち上げている。728～730

721

第116図

ロ

|ヨ

C

722

遺構に伴わない遺物① (1/4)

-lH―

第115図 不明遺構 1(1/40)

は脚の端部を三角形になるように上下に拡張している。731は、短脚で端部を薄く丸くなるように仕上げ

ている。732は椀で、端部を上方向に引き上げている。7331よ脚付の椀と考えられる。C17は土製の勾玉

で上部を欠いている。C18は匙形土製品で、匙部が袋状を呈している。M41は鉄鏃で、M42は工具の一部

と考えられる。中央で屈曲しているが先端部が欠けているため用途は不明である。

∠

景

亘∠亘亘正三二
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0              10cm
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第 3章 発掘調査の概要

0              10cm

第 1表 土製品一覧表

第 2表 石製品一覧表

727                         729

×倒7

730

( )内は推定、もしくは現存値

0        3cm

―

 ―

§

第117図 遺構に伴わない遺物② (1/2・ 1/4)

２４Ｍ

―
　
鰻

―

鰻

( )内は推定、もしくは現存値

図
号
挿
番
物
号
遺
香
遺 構 名 器  種

計測 値 (H lll) 重量

(g)
色 調 胎土 焼成 備 考

最大長 最大幅 最大厚

Cl 竪穴住居 1 勾玉 呼 17 にぶし道 澄 10YR7/3 粗 良好 完 形

C2 竪穴住居 5 勾 玉 にぶい責橙 10YR6/3 粗 不良 完形

C8 撃穴住 居 5 勾 玉 (465) 155 明赤褐 25YR5/6 粗 良好 上部欠損

C4 竪穴住居 5 匙形土製品 希 25YR6/8 粗 良好 匙部のみ、赤色顔料塗布

C5 竪穴住居 5 土錘 明赤褐 25YR5/6 粗 不良 完形

17 C6 撃穴住居 7 土 玉 明褐 75YR5/6 精良 良好 管玉状、完形

C7 竪穴住居10 勾玉 灰 責褐 10YRν 2 粗 良好 完形

C8 土装3 勾玉 灰責掲 10YR4/2 精良 良好 完形

C9 土授 6 勾 玉 にぶい責橙 10YR6/3 精良 良好 完形

C 土羨 9 紡錘草 44 3 にぶい褐 75YR5/4 精良 良好 円形、一部久損

l 土羨26 分銅形土製品 155 にぶい黄橙 10YR6/4 精良 良好 上部のみ

C 2 土残26 勾 玉 49 166 黒褐 10YR3/2 精良 良好 完 形

C 土壊64 匙形土製品 (44) 719 明褐 75YR5/6 精良 i好 匙 部 のみ、赤 色顔料 塗布

C 土壊95 匙形土製品 黒褐 10YR3/ユ 精良 史好 匙部欠損、赤色顔料塗布

C 5 土婚99 匙形土製品 232 黒褐 10YR3/2 精 良 良好 匙部のみ

C 土壊100 土 玉 にぶい黄橙 10YR6/4 精良 良好 球形、半分のみ

C 7 表採 勾 玉 (62) 125 橙 5YR6/6 精良 良好 上部欠損

C 表採 匙形土製品 暗 )天橙 25YR5/2 精 良 良好 完形

挿図番号 遺物番号 遺 構 名 器  種
計 測 値 (llIIll)

重量 石  材 備  考
全  長 仝  幅 厚  さ

9 竪穴住居 4 石包丁 815 泥質片岩 ? 打製 、完形

竪 穴住 居 12 石斧 8212 砂岩 ? 刃部欠損

竪穴住居15 石包丁 927 サヌカイト 打製、完形

土壌17 石包丁 132 粘板岩 ? 打製

土壊45 石包丁 粘板岩 打製、完形

土媛65 石包丁 砂質片岩 打製

土壌68 砥石 102 1696 買岩 ? 完 形

土壊116 鏃 17 3 サヌカイト 完形
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第 3表 金属製品一覧表

第 4表 小玉一覧表

挿図番号 遺物番号 遺 構 名 器 種
計  測  値 (4ul)

重 量 材  質 備 考
最大長 最大幅 最大厚

7 Wl l 竪穴住居 2 鎌 (157) 4 478 鉄 直刃、先端部久損

7 1ヽ2 竪穴住居 2 鎌 149 331 鉄 直刃 、完 形

7 XI1 3 竪穴住 居 2 鏃 3 鉄 柳葉状

7 h14 竪穴住居 2 工 具 (32) 3 鉄 端部を折り曲げている

9 1ヽ5 竪穴住居 4 鎌 109 鉄 曲刃、先端部のみ

1ヽ6 竪穴住居 4 鏃 鉄 柳葉状、茎部欠損

�17 竪穴住居 5 鎌 (57) 17 鉄 先端部のみ

3 �【8 竪穴住居 5 鏃 13 4 鉄 柳葉状、完形

1ヽ9 竪欠住居 5 鏃 9 鉄 柳葉状

M10 竪穴住居 5 鏃 (57) 3 鉄 鏃身のみ、返 りがつく

3 1ヽ11 竪穴住居 5 鏃 (365) 3 鉄 ≧部久損

h/112 竪欠住居 5 鏃 11 鉄 茎部欠損

ふン113 竪穴住居 7 不 明 (425) 鉄 鏃身欠損

�114 竪穴住居 7 工具 9 鉄 茎部欠損

A/115 竪穴住 居 8 鏃 鉄 柳葉状、茎部欠損

�l16 竪穴住居 8 鏃 鉄 鏃身欠損

h117 竪穴住居 10 鏃 7 鉄 柳葉状

ふ正18 署欠住 居 10 鏃 5 鉄 柳葉状

hT19 竪穴住居10 鏃 2 3 鉄 柳葉状

�120 竪 穴住 居 10 鏃 6 3 103 鉄 柳葉状、茎部久損

M21 竪穴住居10 鏃 鉄 柳葉状、茎部欠損

h122 竪穴住居10 鏃 (435) 鉄 鏃身欠損

卜123 竪 穴住居 10 鏃 (31) ■7 鉄 鏃身久損

卜124 竪穴住居10 鏃 (215) 175 3 鉄 鏃身・茎部欠損

�125 竪穴住居10 不明 3 鉄 鎌か刀子 ?

�126 竪 穴住 居 10 不 明 2 鉄 鎌か刀子 ?

M27 竪穴住居14 撃状 工 具 5 122 鉄 茎部欠損

卜128 竪穴住居15 鏃 1ユ 鉄 柳葉状、茎部欠損

1ヽ29 竪穴住居 15 鏃 3 鉄 鏃身欠損

A/130 竪穴住居15 鏃 鉄 鏃身欠損

江ヽ31 竪穴住居15 鏃 鉄 中央で直角に屈曲

領ヽ32 ■朔驚24 盤状工具 鉄 茎部欠損

1ヽ33 土残34 鈍 3 鉄 茎部欠損

卜134 土墳34 工 具 3 鉄 茎部久損

M35 J二功驚42 鏃 l 鉄 鏃身のみ

江ヽ86 土渡65 鈍 (47) 鉄 先端部を屈曲、茎部欠損

1ヽ37 土壊76 鏃 3 鉄 柳葉状

1ヽ38 土娠85 鏃 9 青銅 柳葉状

1ヽ39 土躾86 鎌 (6951 3 鉄 摘鎌か ?

h140 土墳 100 盤状工具 7 250 鉄 完形

lv141 表採 鏃 4 鉄 柳葉状、完形

卜142 表採 工具 7 鉄 中央で屈曲、先端・茎部欠損

卜143 竪穴住居5 不 明 (40) 5 鉄 工具の茎部か ?

卜144 竪穴住居5 不 明 (23) 6 鉄 鏃身か ?

W145 竪穴住居6 不明 11 鉄

�146 竪穴住居6 不 明 3 鉄 工具 の一 部 か ?

1ヽ47 零欠住 居 7 不 明 (35) 8 鉄 工具の一部か ?

卜148 竪穴住居7 不明 鉄

1ヽ49 竪穴住居 10 不 明 ●0) 8 7 鉄 工具の茎部か P

�150 撃火住 居 10 不 明 鉄 鎌の一部か ?

1ヽ51 土壊34 不 明 鉄 鏃の茎部か ?

A/152 土壊35 不 明 (245) 11 3 鉄

第 2節 遺構・遺物

)内は推定、もしくは現存値

)内 は推定、もしくは現存値

挿図番号 遺物番号 遺構名
計 測 値 (null)

重 量 材  質 色   調 備  考
直 径 厚  さ 孔  径

l 乎火住 居 14 175 ガラス シアンブルー

竪穴住居14 ガラス シアンブルー
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第 4章 まとめ

今回、井原市内において初めて弥生時代の集落の調査が実施され、弥生時代後期を中心に遺構、遺物が

比較的まとまって出土し、弥生時代後期を中心にこの丘陵に集落が営まれていたことが確認できた。今回

の調査結果を、時代の変遷の手がかりとなる弥生土器、遺構の変遷、遺跡の立地と性格についてまとめて

みたい。

(1)遺物について

調査の結果、弥生時代後期を中心に竪穴住居や土竣に伴う多種の遺物が出上した。弥生時代の遺跡の調

査自体が井原市において初めての事例となるため、土器を中心にこの時代のこの地域の一括した資料とな

った。岡山県南西部の弥生時代後期の集落遺跡で調査されたものは、小田郡矢掛町の白江遺跡(1)。 中池

ノ内遺跡 (2)・ 清水谷遺跡 (3)、 小田郡美星町の五万原遺跡 (4)があげられる。そのなかで、土器の編年

について考察している白江遺跡、中池ノ内遺跡を参考にしながら土器の変遷をまとめてみた。

第 4章  ま と
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第118図 高越遺跡出上の弥生時代後期上器の変遷 (1/12)
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第4章 まとめ

第 I期 弥生時代後期前葉

高杯は、杯部の端部を上方向に屈曲させ、その上端を外方向に拡張している。その上面に沈線を施して

いるものもある。脚部は、端部を上下に拡張している。壷は、頸部を緩やかに反らしながら立ち上がり、

口縁端部を三角形になるよう上下に拡張している。顎部外面と口縁外面に沈線を施すものが多い。奏も壼

と同様に口縁端部を三角形になるよう上下に拡張するものが占め、その外面に沈線を施しているものもあ

る。内面は頸部の直下、またはやや下方までヘラ削りが施されている。鉢は、数量が少ないが、端部を垂

直に立ち上げ、高杯同様、上端を外方向に拡張している。この段階のものは、白江 I式、中池ノ内遺跡の

a・ bに近いものと考えられる。

第Ⅱ期 弥生時代後期後葉から末葉

後期中葉の土器はほとんど確認されていない。高杯は、端部を外反しながら、薄く仕上げるものと、垂

直に段を持って仕上げるものとに分かれる。この段をもつ器形は備中南西部や北西部に多くみられるもの

で地域的な特徴となっている。この端部の段が明瞭になるほど新しいと考えられる。しかしながら、この

器形は後期末葉になると消滅し、ほかの備中地域と同様に外反するものが中心となり、短脚化、小型イとし、

脚の端部も素縁となる。壼は、日縁端部が上下へ拡張し、上方向に垂直に立ち上がる。口縁外面には大型

のものほど沈線が施されている。奏も壷と同様に口縁端部が上下へ拡張し、上方向に垂直に立ち上がるも

のと、日縁端部をく字状に屈曲させるものが出てくる。鉢も重、甕と同様に上下へ拡張し、上方向に垂直

に立ち上がる。この段階のものは、白江Ⅱ式、中池ノ内遺跡の cod、 五万原遺跡の出土土器に近いもの

と考えられる。

また、わずかであるが、古墳時代初頭のものと考えられる土器が竪穴住居15よ り出上している。奏の頭

部がハ字状にひらいているのが特徴で、本遺跡が古墳時代初頭まで存続していた可能性をうかがわせる。

以上、本遺跡で出土した弥生土器をもとに、近隣の同時代の遺跡の弥生土器と比較しながら大きく2期

に分類した。その結果、第 I期 と第Ⅱ期の間に少し空白期間が考えられるが、県南西部の同時代の遺跡と

同様の土器の変遷をとっていたことが確認できる。

また、遺物で注目されるものとして鉄器があげられる。本遺跡では、鉄器が図化できたもので42点、図

化できなかったものも含めると52点 にものぼる。時期も弥生時代後期前葉の上壊から出土したものもあり、

鉄器の使用は後期前葉から始まっていると考えられる。器種構成は、鏃が25点、鈍などの工具が 9点、

鎌 5点、用途不明の鉄器13点を数える。本遺跡では、石包丁を中心に石器も出上している。このことから、

本遺跡の時期がちょうど石器から鉄器への切 り替わり時期、または併用時期にあたることが考えられる。

(2)遺構について

今回の調査で確認できた弥生時代からの遺構としては、竪穴住居、段状遺構、土墳などがある。これら

から出土した遺物を前述の弥生土器の変遷を参考にまとめてみた。

本遺跡で集落が営まれ始めるのは弥生時代後期前葉からである。土器の時期でいえば第 I期にあたり、

この時期の遺構としては、竪穴住居13・ 14・ 15、 段状遺構 2、 土墳25～ 31・ 103～ 108。 112～ 118な どが考

えられる。このことから本遺跡の形成は、南西斜面に所在する竪穴住居13・ 14。 15を 中心に始まったと考

えられ、周囲にある土鍍群はそれらに伴う貯蔵穴と考えられる。また、遺跡中央の南斜面にこの時期の上

墳が所在する。これは、竪穴住居10に この時期の土器がいくらか確認できるため、竪穴住居10は このころ

つくられ、それに伴う土媛である可能性もある。
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第 4章  まとめ

続いて、弥生時代後期後葉から末葉にかけては遺構が調査区域全域に広がる。土器の時期でいえば第Ⅱ

期にあたり、竪穴住居 1～ 7・ 10～ 14、 段状遺構 1・ 2、 それらに近接する土曖群が考えられる。竪穴住居

は同じ場所で建て替えや拡張をしながら継続して存在し、この集落の最盛期を迎えている。

古墳時代初頭になると竪穴住居15で この時期の遺物がわずかにみうけられるが、それ以外には確認でき

ず、以上のことから、本遺跡の集落は、弥生時代後期中葉に少し空白期間があるが、おおむね後期全般で

第 I期 (弥生時代後期前葉 )

第 I期 (弥生時代後期後葉～末葉 )

古墳時代初頭

第119図 高越遺跡の遺構の変遷 (1/1000)
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営まれ、古墳時代にはいると、丘陵裾の微高地に移ると考えられる。

(3)遺跡の立地と性格

前述のとおり、本遺跡は弥生時代後期後葉から末葉を中心に中葉のころに空白期間があるがほぼ後期全

般にわたって営まれていることが確認できた。本遺跡は、標高148mの丘陵上に位置し、眼下には沖積平

野が見渡すことができ、平地との比高差100mを測る。周囲の同時時代の遺跡の立地状況をみてみると、

散布地も含めて弥生時代中期から後期の遺跡はほとんどが丘陵上にある。発掘調査例が少ないため一概に

はいえないが、この地域の弥生時代中期から後期にかけての集落は、小規模なものが丘陵上に営まれるこ

とが一般的であったことが推測される。そして、古墳時代に入ると集落が丘陵裾の微高地や沖積平野に移

っていくと考えられる。丘陵上のため生産方法が問題となるが、石包丁や鉄鎌、炭化米が出土しているこ

とから稲作が生産の中心と考えられる。丘陵上のため陸稲や谷水田などが考えられるが調査例がなく不明

である。

また、多くの鉄器が出上しているが、鍛冶炉などは確認されておらず、製品になったものを搬入した可

能性が高い。しかしながら、これだけの鉄器が出土するということは、弥生時代後期から末葉にかけては

かなり鉄器の流通が進んでいたことが考えられるとともに小規模な丘陵上の集落にもかかわらず、有力な

集団であつたことが想像できる。

註

(1)間壁忠彦「岡山県矢掛町白江遺跡」『倉敷考古館研究集報』第 1号 倉敷考古館 1966年

(2)尾上元規「中池ノ内遺跡」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』108 岡山県教育委員会 1996年

(3)藤江 望「清水谷遺跡 (一本木地区)」 『矢掛町埋蔵文化財発掘調査報告』1 矢掛町教育委員会

20014F

(4)間壁忠彦・間壁ま子「岡山県美星町五万原遺跡 (住居址群)」 F倉敷考古館研究集報』第 5号 倉

敷考古館 1969年
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附  載

高越遺跡出土土器の胎土分析
―土媛60・ 61出土土器について一

岡山理科大学 自然科学研究所 白石  純

分析目的

高越遺跡の弥生時代後期土墳60、 61か ら出土した重・奏には、形態・技法・胎土 (肉眼観察)な どの観

察から在地品 (遺跡周辺で生産された)と搬入品に分類されている。そこで、理化学的な胎土分析により

在地、搬入土器が、どのように分類されるか検討した。

分析方法は、蛍光X線分析法により胎土中の成分 (元素)の量を測定し、また、実体顕微鏡による肉眼

観察では土器表面の砂粒構成、大まかな岩石、鉱物の含有量について検討した。

分析結果

分析した土器は、表1に示した土壊60、 61内から出土した壷、養、高邦の合計21点である。

【蛍光X線分析法による胎上分析】

この分析で測定した元素は、主要元素であるSi、 Ti、 Al、 Fe、 Mn、 Mg、 Ca、 Na、 K、 Pと 微量元

素のRb、 Sr、 Zrの 13元素である。このうち、弥生時代の上器で胎土に違いがみられる元素としてSi、

Ti、 Aと、Fe、 Ca、 K、 Rb、 Sr、 Zrな どの元素があげられる。ここでは、K― Ca、 Rb― Srの X一 Y散布図

を作成し、違いについて検討した。

その結果、第 1図 K― Ca、 第 2図 Rb― Srの各散布図でみると、以下のように大きく2つのグループに

分類が可能であった。

Aグループ………試料番号 2・ 5。 9・ 12・ 13(土墳61)

試料香号16・ 20(土壊60)

Bグループ………試料番号 1・ 3・ 4・ 6・ 7・ 8。 10。 11・ 14・ 15(土媛61)

試料番号17・ 18。 19・ 21(土墳60)

なお、肉眼観察で土媛60内出上の上器は在地品で、土墳61内の土器は搬入品と分類されていたが、蛍

光X線分析では両方の上器が土壊に関係なく2つの胎土に判別された。

【実体顕微鏡による胎土観察】

実体顕微鏡では、土器表面を10倍～30倍で砂粒観察 (岩石・鉱物)を行った。その結果、今回観察し

た土娠60、 61出上の上器は以下に示した大きく3種類の胎土に分類できた。

1類……… l llun以下の石英 (多 )。 長石 (少)を含み、0.511ull以 下の角閃石 (多 )・ 黒雲母 (少)を

含む。

試料番号 2、 9(写真 1)、 12、 13

2類……… l llllll～ 3 11Hl石英 (多 )。 長石 (少)を含み、2 11un以下の角閃石 (多 )・ 黒雲母 (少)を含

む。
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試料番号 5、 16(写真 2)、 20

3類………l llull～ 3111111石英 (多 )。 長石 (普通)を含み、2 11ull以下の黒雲母 (少)を含む。希に花聞

岩の岩片を含む。

試琳斗番引  、 3、 4、 6、 7、 8、 10 (写季薯3)、 11、 14、 15、 17、 18、 19、 21

以上の、観察結果から 1、 2類は閑緑岩起源、3類は花尚岩起源の砂粒で構成されていると推定され

る。なお、1類 と2類は石英および角閃石の粒径が異なり、1類がより細かな砂粒で構成されている。

また、3類も石英や黒雲母の粒径や含有量の違いで複数の胎土に分類できる可能性がある。

まとめ

高越遺跡の上鍍60、 61から出土した壺・奏・高郭の胎土分析を実施したところ、以下のことが明らかと

なった。

形態、技法、胎土の肉眼観察から、在地と搬入に分類されている土器が、胎上分析では、同様な分類に

ならなかった。蛍光X線分析では2グループに、実体顕微鏡による胎土観察では3グループに分類でき

た。つまり、蛍光X線分類のAグループは顕微鏡観察の 1・ 2類に、また、Bグループは3類にそれぞれ

対応した。そして、顕微鏡観察では、1・ 2類が閃緑岩起源、3類が花尚岩起源由来の岩石・鉱物が観察さ

れた。そしてAグループ (1・ 2類)の閃緑岩起源の砂粒は、遺跡周辺および井原市内はもとより岡山県

西部の地質基盤層では産出せず、高梁川以東の足守川下流域、つまり弥生時代後期の中心地域で産出する

砂粒であると推定される。従って、現段階の分析結果から検討すると、同遺跡に持ち込まれた土器は、足

守川下流域の粘土を使用した土器と推測される。また、Aグループのなかでも1類 と2類のように砂粒の

大きさに違いがあり、足守川下流域でも複数の地点の粘上を使用しており、複数の地点から持ち込まれた

と推定される。

Bグループ (3類)に関しては、石英、黒雲母の含有量 。大きさなどから複数の胎上に分類が可能であ

った。また、遺跡が立地する丘陵基盤は花商岩であることから遺跡周辺でも産出する粘上を使用している

ことが考えられ、非常に粗い砂粒を含む土器は在地で生産されたものと推測されるが、それ以外の土器は

搬入の可能性がある。考古学的観察 (形態、技法など)と併せて生産地について検討する必要がある。

今回、時間等の関係で一部の試料しか検討することができなかったが、高越遺跡のような一地域の限ら

れた土壊内のほぼ同時期のまとまった上器でも複数の胎土の土器が観察され、土器を通じての当時の交流

などが解明できると考えられる。今後も、試料の蓄積を行い、前述したことが再確認できるかどうか検討

する必要がある。

この分析を実施する機会を与えていただいた、高田知樹氏および井原市教育委員会の方々にはいろいろ

お世話になった。記して感謝致します。
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写真 1,試料番号 9(1類 )
角閃石の砂粒が多い

写真 2.試料番号16(2類 )
角閃石の砂粒が大きい

写真 3.試料番号10(3類 )

土渡60、 61出土土器表面の実態顕微鏡写真

―-120-―
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試料
番号

物
号
遺
番
遺構名 器 種 Ti Al �ln Mg Ca Na K P Rb

1 土躾61 整 6222 076 1764 016 264 153 179

2 土壊6 笠 5838 105 1045 022 227 080

3 土帳 6 壷 7098 1547 589 005 179 064 192 090 140

4 493 土娠61 甕 1136 140 307

5 490 土鍍6 霊 5476 ■21 2118 1317 252 265 064

6 土 媛 6 小型壷 1904 349 003 181 093 268

7 土羨6 甕 096 1848 893 2も

8 土躾6 壺 107 014 7

9 土 帳 6 甕 2112 1088 023 220 303 256 14

448 土壊6 養 082 779 221 254 366

474 土羨6 士望 6814 1733 007

2 499 土媛 6 高  郭 5562 076 1089 062

3 447 土羨6 壺 2069 1162 212 406 160

4 478 土鍍61 甕 6407 077 1770 347

土渡61 高  郭 7018 049 1671 177 227 245 263

土壊60 奏 5792 1062 018 216 223 219

420 土羨60 士望 6490 095 1757 746 272

土塘60 霊 093 767 007 070 217 206 165

土媛60 奏 6377 1953 738 328

土壌60 甕 5364 2413 1061 017 122

土娠60 〓霊 6285 1842 859 012 15ユ 241

o oo          1 00          2 00          3 00          4 00

K(%)

第 1図 土壊60。 61内出土土器の胎土比較 (K― Ca散布図 )

附 載

0            100           200           300           400

Rb(ppm)

第2図 上墳60・ 61内出土土器の胎土比較(Rb― Sr散布図)

（誤
）
Ｃ
Ｏ

表 1 高越遺跡出土土器の胎上分析一覧表 (%) ただし、Rb・ Sr・ Zrは ppm.
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1 遺跡違景 (西から)

2 調査区 (東 )金景

(東 )土境群



図版 2
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3 竪穴住居 2・ 3(西から)



図版 3
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竪穴住居2

鉄鎌出土状況 (東から)

2 竪穴住居 2
鉄鎌出土状況 (南から)

竪穴住居 4(北から)



図版 4

竪穴住居 5(西から)

2 竪穴住居 5
炭化材検出状況 (東から)

竪穴住居 6

炭化材検出状況 (北東から)



図版 5

竪穴住居 7(東から)

2 竪穴住居 8(北から)

3 竪穴住居 9(北東から)



図版 6
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1 竪穴住居11(西 から)

2 竪穴住居12(南 から)
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竪穴住居13(北東から)



図版 8
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竪穴住居14(北 から)

2 竪穴住居15(北 から)

3 段状遺構 1(東から)



図版 9

段状遺構 2(東から)
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3 土境 5(南から)
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1 土境 11(南東から)

2 土壊 13(1ヒから)

(南から)



図版11
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1  土境34 (南 から)

2 土墳50(南 から)

3 土i〕賞52(1と から)



図版12

1 土境60遺物出土状況
(南から)

2 土境61土層断面 (北から)

土境62遺物出土状況

(北東から)



1 土娠65遺物出土状況
(東から)

2 土壊85遺物出上状況
(南から)

3 土壊86遺物出土状況
(北西から)



図版 14
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3 竪穴住居11内上娠群
(西から)
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図版15
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3 土境117(南から)



図版16
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1 竪穴住居出土土器

2 土境出土土器①
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図版20
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